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研究報告

新奇性追求関連遺伝子の配列解析および機能解析による進化的意義の解明
勝村 啓史

キーワード：メダカ、ヒト、新奇性追求、集団史

　2023 年度は、これまでに同定した新奇性追求関連遺
伝子の機能解析と分子進化解析を実施した。まず、遺伝
子破壊個体を用いてこれまでの実験結果の再現性を確認
した。次にメダカおよびヒトにおいて、当該遺伝子の塩
基配列データを用いて、進化パターンを推定した。最後
に、生息域拡大過程に違いがあり、新奇性追求関連行動
にも違いが認められる九州メダカ地域集団を用いて、そ
の原因ゲノム領域の探索と集団史の推定に取り組んだ。

 本年度は、新奇性追求関連遺伝子の配列解析および機
能解析による進化的意義の解明に向けて、以下の 5 つの
成果が得られた。

1. 新奇性追求関連遺伝子を破壊したメダカに現れた行動
変化の再現性を確認するため、野生型と変異型それぞれ
をホモ接合でもつメダカを用いて，開放型実験水路によ
る行動実験を行い、嫌悪刺激下での新奇刺激接近度を測
定した。その結果，変異型をもつオスメダカにおいて、
新奇刺激接近度が低下することが認められた。しかしな
がら、変異型をもつメスメダカにおいて新奇刺激接近度
の低下がみられた昨年度の結果とは異なっていた。

2. 新奇性追求関連遺伝子の分子進化パターンを推定する
ため、Hackflex 法による Amplicon-seq を行い、メダカ
地域集団（81 地域）を対象に新奇性追求関連遺伝子周
辺塩基配列（約 10,000 bp）を決定した。それらデータ
を遺伝子上流配列、遺伝子コード領域、遺伝子下流配列
に分けて分子系統樹を再構築した結果、遺伝子上流配列
に基づく系統樹では、他領域を用いた分子系統樹とは異
なる樹形を示した。

3. メダカで見つかった新奇性追求関連遺伝子が、現生
人類においてどのように広がってきたかを推定するため
に、現生人類と古人類、大型類人猿を対象に公開されて
いる集団ゲノム情報を整理した。そして、候補遺伝子で
知られている特徴的なハプロタイプについて解析を行
い、進化パターンを推定した。

4. メダカの生息域拡大に関連して新奇性追求を強化した
と考えられる変異を探すため、祖先の異なる樋脇集団と
玖珠集団を掛け合わせて得られた F2 世代 (n = 156) を
用いて、開放型実験水路による行動実験により新奇刺激
接近度を測定した。

5. 新奇性追及の程度が異なる九州地域集団の進化史を明
らかにするために、九州各地で採集されたメダカを対象
にゲノムワイド SNP に基づく集団遺伝学的解析を進め
た。
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研究報告
出ユーラシアを支えた寒冷適応：南太平洋の海洋民も寒さに適応したか？

中山 一大
キーワード：寒冷適応、褐色脂肪組織、ゲノム多型

　アフリカ大陸の低緯度地域で数百万年にわたって進化
を続けてきた人類にとって、高緯度帯の寒冷な気候はそ
の拡散を阻む大きな障壁となっていたと考えられてい
る。褐色脂肪細胞はミトコンドリアに富み、酸化的リ
ン酸化を脱共役することで熱を産生する特殊な脂肪細胞
で、ヒトでは鎖骨上窩部や脊柱周辺などの大血管周辺に
局在している。褐色脂肪細胞は身体の深部に存在してお
り、高効率でエネルギーを熱に変換できることから、寒
冷環境での体温維持に大きく寄与していると考えられて
いる。さらに、褐色脂肪細胞での熱産生能には大きな個
人差があり、これへの遺伝的素因の関与が示唆されてい
る。本課題では、南北の出ユーラシア集団、すなわち
ベーリンジアを経由してアメリカ大陸へ移住した集団と
南太平洋の海洋域に進出した集団で、褐色脂肪細胞での
熱産生能が寒冷適応に関係した自然選択を受けた可能性
を検証することを目標とした遺伝解析研究を実施した。
両地域への拡散の中継地点ともいうべき東アジアのヒト
集団５００名程度を対象に、陽電子放出断層撮影―コン
ピューター断層撮影法、赤外線サーモグラフィー、呼気
ガス分析法等の複数の手法で寒冷刺激後の褐色脂肪活性
を測定、同時にゲノム試料の提供を受けることで、褐
色脂肪活性の個人差に寄与するゲノム多型の検出を試み
た。その結果、オセアニアのヒト集団でネアンデルター
ル人からの遺伝子流入の痕跡を残しており、かつこの
地域での肥満感受性との関連が報告されている遺伝子
の一つであるβ２アドレナリン受容体遺伝子（Naka et 
al. 2012, B03 公募班大橋の成果報告も参照）の SNP が
褐色脂肪活性に強い影響を及ぼしていることを発見した

（図１）。一方、これまでの集団遺伝学研究から、グリー
ンランドのイヌイットや高緯度ユーラシアのヒト集団で
寒冷適応に関係した正の自然選択をうけた可能性が報告
されているいくつかの SNP（Levi and Leonard 2022）
についても調査したところ、レプチン受容体遺伝子の
SNP では示唆的な関連が認められるも、概ねすべての
SNP が褐色脂肪活性とは関連していないことが明らかに
なった。調査した SNP には、グリーンランドイヌイッ
トの寒冷適応進化の候補遺伝子として有力視されていた
TBX15-WARS ２遺伝子領域も含まれており、この成果

は、集団遺伝学証拠のみに基づいてヒトの寒冷適応進化
を議論することには注意が必要であることを改めて支持
している。上記の試料群については、追加のサンプリン
グおよび全ゲノムレベルでの SNP 遺伝型判定実験が進
行中であり、今後は、出ユーラシア集団での寒冷適応進
化を、集団遺伝学解析や生理人類学解析などを合わせた
包括的なアプローチで解明する試みを継続する。

参考文献
Levy, S. B., & Leonard, W. R. (2022). The evolutionary 
s igni f icance of  human brown adipose  t i ssue : 
Integrating the timescales of adaptation. Evolutionary 
Anthropology , 31(2), 75–91.

Naka, I., Hikami, K., Nakayama, K., Koga, M., Nishida, N., 
Kimura, R., Furusawa, T., Natsuhara, K., Yamauchi, T., 
Nakazawa, M., Ataka, Y., Ishida, T., Inaoka, T., Iwamoto, 
S., Matsumura, Y., Ohtsuka, R., Tsuchiya, N., & Ohashi, 
J. (2013). A functional SNP upstream of the beta-2 
adrenergic receptor gene (ADRB2) is associated with 
obesity in Oceanic populations. International Journal of 
Obesity (2005), 37(9), 1204–1210.



B03 班：集団の拡散と文明形成に伴う遺伝的多様性と身体的変化の解明

105

図１ β２アドレナリン受容体遺伝子の SNP と褐色脂肪活性の関連　左 赤外線サーモグラフィーによる褐色脂肪活性個人差の測定結果の一例をしめす。
上段の被検者には 19℃ 90 分の寒冷曝露後に褐色脂肪の局在部位である鎖骨上窩に温度が高いスポットを認めたが、下段の被検者には認めなかった。右）
SNP の遺伝型別にみた褐色脂肪活性の差異を示す。褐色脂肪活性は鎖骨上窩部と胸部（コントロール部位）の温度差である⊿ Temp で評価した。研究業
績中の Ishida et al. 2024 より転載。
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研究報告
リモートオセアニアへの移住を可能にした遺伝的特性の解明

大橋 順
キーワード：遺伝子移入、旧人、オーストロネシアン

　ヒトのオセアニアへの大規模な移住は 2 回あったと考
えられている。最初の移住は、約 47000 年前に非オー
ストロネシア語族集団によって行われた。最初の移住に
より、オーストラリア、ニューギニア、ビスマルク諸島、
ソロモン諸島西部からなるニアオセアニアに到達した。
2 回目は、台湾を起源とするオーストロネシア語族集団
の移住であり、彼らは約 3500 年前にビスマルク諸島で
パプア先住民と混血し（ラピタ人の誕生）、ソロモン諸
島を経由してリモートオセアニアと呼ばれる、ヴァヌア
ツ、ニューカレドニア、フィジー、トンガ、サモアへ
600 年ほどで拡散した。本研究では、ラピタ人の子孫で
あるオーストロネシア語族集団の全ゲノム配列解析と集
団ゲノム学的解析を行い、出ユーラシアを経てリモート
オセアニアへ到達したラピタ人の移住過程を推定すると
ともに、彼らが肉眼では確認できない遠方の島への航海
を繰り返した遺伝的特性と、それを可能にした遺伝的背
景を明らかにすることを目的とする。　　
　我々の先行研究において（Naka et al., 2013）、オセ
アニア島嶼民の肥満と関連する ADRB2 ハプロタイプが、
ネアンデルタールに由来することが明らかとなった。そ
こで、オーストロネシア人への旧人からの遺伝子移入の
影響を調べるため、トンガ人 16 名の全ゲノム配列決定
を行い、旧人からの遺伝子移入がどの程度あったのかを
調べた（図 1）。その結果、ネアンデルタールからの遺
伝子移入は、デニソワからの遺伝子移入よりもはるかに
多く散見された。今後、同定した移入領域に存在する変
異と肥満や脂質代謝との関連を、現代トンガ人集団を対
象に調べる予定である。

参考文献
Naka I, Hikami K, Nakayama K, Koga M, Nishida N, 
Kimura R, Furusawa T, Natsuhara K, Yamauchi T, 
Nakazawa M,AtakaY, Ishida T, Inaoka T, Iwamoto S, 
Matsumura Y, Ohtsuka R, Tsuchiya N, Ohashi J. (2013) 
A functional SNP upstream ofthe beta-2 adrenergic 
receptor gene (ADRB2) is associated with obesity in 
Oceanic populations. International Journal of Obesity 
37(9):1204-10

図 1 トンガ人 16 名の全ゲノム配列
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研究報告
ニッチ構築をめぐる集団サイズと多様性進化

嶋田 誠
キーワード：人類集団、集団サイズ、ゲノム多様性進化、ポリグルタミン反復多型

　人類の進化が他の動物の進化と異なる最たる点は、自
ら生態学的地位（ニッチ）を構築・改変して次世代以降
の進化に影響することであり、本新学術領域の理論的支
柱でもある。そこで、おもに以下の二つについて 2023
年度に実施した。

本新学術領域内諸分野間統合
・『三元ニッチ構築モデル』の実証的研究へ向けて
　三元ニッチ構築モデルの実証的研究を目指し、ニッチ
と密接な関係にある、環境収容力（K）や人口動態につ
いて、昨年度の全体集会を機に石村 智 氏（A02 班）と
の共同研究を開始した。
まず、三元ニッチ構築モデルを実証的に研究するための
方法論や戦略を示すため、如何にパラメータを設定し、
どのようなデータをとれば、三元ニッチモデルのどこの
要素をどう実証できるか、議論を重ねた。そして、おも
に報告者は、三元ニッチ構築モデルを異分野間で学際的
共同研究を促進・展開するため、個体群生態学的文脈と
経済学的人口論での「ニッチ」という用語の定義や使用
の確認と個体群モデルの成立要件について整理・検討し
た。
　文献調査では、かねてより生態学と経済学との間の共
同の必要性が指摘されていたこと、および、時々に官民
巻き込んだ意識の高まった時があったことが分かった。
1970 年代には国際的シンク・タンクであるローマクラ
ブと MIT が共同で世界人口増加と地球環境との相互関
係を探り将来を予測した結果が一般向けにも発表される
ようになり (Meadows et al., 1972)、その結論を 1990
年代には現実世界の変化を踏まえコンピュータ・モデ
ルを駆使してより広範に検証したり (Meadows et al., 
1992)、あるいはより一般向けに解説されたりしてきた
(Joel E.  Cohen, 1995)。現在、環境変動、人口動態にお
いても持続可能性を人類の知性によって修正する最後の
時期とされる時代と認識できる。他方、これらの結論を
導いてきた解析において、これまでも、様々なモデル
でヒト人口動態が予測されてきた (Joel E. Cohen, 1995; 
Cohen, 2010)。
　報告者は、人口論モデルの基本となった個体群生態学

におけるロジスティック曲線を地球上の全人類の人口
動態データに適用した。人口データは国連機関によっ
て公表されている、世界人口推計（World Population 
Prospects）を用いた。世界人口をロジスティック曲線
に当てはめると、現在までの人口増加の様相は S 字曲線
の中間である最大の増加率（接線の傾き）を示したのは
前年比 2.24% を示した 1964 年であり、そこから徐々
に増加率が減少しつつあり、2020 年に前年比 1% を下
回ったまま、0.9% 台である現在は S 字曲線のプラトー

（一定）状態へ向かう途上といえる。S 字曲線のプラトー
状態は、前年比 0% を維持し続けることであるが、国連
の予測によると、前年比 0% に達するのが 2086 年であ
り、そこから増加率が負の値つまり人口減少を予測して
いる。この曲線の二つの特異的な点である、増加率極大
の 1964 年と増加率が正から負に転じる 2086 年のデー
タ（年と人口）を、S 字曲線を時間微分したロジスティッ
ク方程式にそれぞれ外挿することでロジスティック曲線
が概念的にしめす、環境収容力（Carrying capacity, Ｋ）
と内的自然増加率（intrinsic natural growth rate, ｒ）を
計算した。
　その結果、上に突の 2 次関数であるロジスティック方
程式
dN/dt = rN (1 – N/K) 
の頂点にあたる 1964 年時点の人口 3,267,212,338 人
から、この時の環境収容力（Ｋ）は約 65 憶人であり、
内的自然増加率（ｒ）は 1.37 X 10-9 であった。また、
増加率が正から負に転じる年、すなわちロジスティッ
ク方程式のＸ軸との交点にあたる 2086 年時点での人口
を環境収容力（Ｋ）とすると、10,430,926,280 人（約
104 憶人）となった。さらにこの時点を基準に頂点のｘ
座標、K/2=5215463140 に最も近い人口を世界人口推
計で示すのは 1989 年であった。すなわち、実際の増加
率最大の 1964 年から 25 年ずれていた。したがって、
世界人口の変化はロジスティック曲線とは一致せず、環
境収容力が拡大する方向にずれていた（図 1）。
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図 1. ロジスティック方程式の頂点（1964 年）とｘ軸との交点（2086 年）それぞれにおいて、世界人口推計データを外挿することにより環境収容力（Ｋ）
を算出した。
World Population 1950-2023, Original Source: United Nations - World Population Prospects, data downloaded from "www.macrotrends.net" on 
2023/05/27.

・石村　智 氏（A02 班）との共同執筆に向けての準備
状況
　以上の結果は、環境収容力の概念を単純化して示すの
に世界の人口を用いたものである。一方、共同研究者の
石村氏は島嶼集団を閉鎖系ニッチとみなして、考古学的
な証拠に基づいてオセアニアの島々における、環境収容
力（K）と人口動態および人の適応戦略を 5 つのパター
ンに分類することに成功した。今後、両者を総括して発
表する計画である。折しも本研究のさなか、日本でも人
口問題について、産学共同体シンク・タンク、人口戦略
会議から政府へ「緊急提言：人口ビジョン 2100」がな
され、人口と産業および地球環境は互いに密接に関連す
る喫緊の課題として強く認識されている。そうした中、
ニッチ構築の概念は今後の予測に重要な要素として、ま
すます成熟して応用されていくべきと考える。

公募計画の概要と進捗
・ポリグルタミン病責任反復長の多様性
　ポリグルタミン（polyQ）は DNA 配列中で CAG ある
いは CAA を単位とした反復配列が翻訳され、グルタミ
ンが連なったアミノ酸配列である。このような単純な反
復配列は一般に配列回数 ( 配列長 ) が変化しやすい性質
をもつため、進化の過程で様々な反復長が生まれて多様
性が比較的短期間に増大する。報告者は、反復回数に多
型が存在する polyQ は脳神経発達にかかわる遺伝子に有

意に多いことを見つけたことから、ヒトが高度分業化社
会を構成する過程で、集団内で個体数が増加しただけで
はなく、個性が多様化した可能性を探っている (Shimada 
et al., 2016)。本研究では、polyQ 反復数多型が神経発
達における多様性を生み出すことで、人類社会の高度分
業化への進化にかかわったこと、およびその過程で多様
化した polyQ 座位が神経変性疾患のリスクになった可
能性を検証している。

・HapSTR 解析
　地球上の現代人諸集団の polyQ 長多型座位と近傍領域
の SNP 多型をひと繋がりのハプロタイプ多型（hapSTR）
として検出することで、従来進化速度が速すぎるために
進化学的解析が適用できなかった反復数多型にかかる選
択圧を同定し、人類の分布拡大過程でポリグルタミン反
復多型がどのように変化したかを明らかにすることを目
指している。
　2023 年度は、実験技術や解析の工程を決定すること
を目的として、少数個体試料にて 4 つの hapSTR 座位

（1.5kb ～ 10kb）において実施した、Long PCR の産物
の HiFi long read の結果を検討した。その結果、4 座位
のうち 2 座位で目的の領域約 10kb の配列を十分なデー
タ量で得ることができていた。しかし、現段階では CAG
反復を含むゲノム領域のため Long PCR における技術的
な課題も示されている。
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・フラグメント解析
　PolyQ 多型座位の異常過伸長により引き起こされるポ
リグルタミン病 9 疾患それぞれについて、健常人の反
復長変異のうち、反復の長い遺伝子の型を受け継ぐこと
で、細胞分裂に伴う DNA 複製を重ねる過程で、反復の
異常過伸長がおこり、ポリグルタミン病を発症しやすく
なると言われている（中間型仮説）。この中間型仮説に
したがうと、健常人のうちでも長い反復の遺伝子頻度が
高いポリグルタミン病が発症する頻度も高くなることに
なる。さらには、ポリグルタミン反復回数が多様化すれ
ば、必然的に長い型（allele、アリル）が生じ、集団内
にリスクとなるアリルを抱えることになる。そうなると、
人類集団はポリグルタミン病のリスクを抱えながらもな
お多様化したことになり、そこまで多様化したことの利
益あるいは意義にかかわる。現在、世界の民族の間で各
ポリグルタミン病患者の報告例に違いがあることが知ら
れている。例えば、ハンチントン病ではアジア系民族で
は少ない (Rawlins et al., 2016)。この発症率にばらつき
がある原因が遺伝的背景によるものなのか、集計の違い
によるものなのか、はっきりさせるため、健常人におけ
る polyQ 反復数の遺伝子頻度を世界の集団間で比較す
ることで、中間型仮説の実態を明らかにしたい。そこで、
ポリグルタミン病のうち、1 疾患（脊髄小脳変性症 1 型、
SCA1) の責任遺伝子 ATXN1 の polyQ 座位について、4
大陸 23 集団より集めた 380 個体の反復数を同定するた
めのフラグメント解析を実施した。その結果、中間型と
言われている 35 〜 38 リピートは、どの集団でも見ら
れなかった（図 2）。
　このことから、（１）中間型によらずに、急激な反復
数の増加が起こる可能性、（２）中間型の定義が 35 －
38 リピートより短い可能性が考えられる。

　また、CAG 反復の間に他の配列が入っていて、見か
けの反復数データよりも CAG 反復が短い可能性がある。
そのため、疫学データと健常人のデータは相関しないと
考えられる。
　さらに、ヨーロッパ集団では反復数アリルの分散が狭
く、アフリカ集団では広かった。このことは、歴史的な
人類集団の移動が反映していると考えられる。しかし、
最大値に目立った差がないことから、発症年齢と寿命の
間の補正をすれば、アフリカでも SCA1 の患者が相当数
存在することになると考えられる。

謝辞
HapSTR 解析の技術確立にあたり、基礎生物学研究所 
共同利用プログラムにより重信秀治研究室の支援を受
けた。チンパンジーの DNA 試料は京都大学霊長類研究
所（現、ヒト行動進化研究センター）共同利用プログ
ラムにより提供を受けた。ヒトの DNA 試料は Coriell 
Institute for Medical Research より提供を受けた。
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図２. ヨーロッパ、アジア、アフリカより選んだ６地域集団における ATXN1 遺伝子中の CAG 反復長のフラグメント解析
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　最終年度ということもあり，調査よりも解析と論文執
筆などの成果発表に重点を置いた．調査については以下
の場所で古人骨の三次元計測を行った．

・磐田市文化財課（西貝塚出土古人骨）
・刈谷市歴史博物館（本刈谷遺跡出土古人骨）
・さきたま史跡の博物館（妙音寺洞穴出土古人骨）
・水子貝塚資料館（水子貝塚・打越遺跡出土古人骨）
・浦和博物館（円正寺遺跡出土古人骨）」
・春日部市教育委員会（神明貝塚出土古人骨）
・海津市歴史民俗資料館（羽沢貝塚出土古人骨）
　以上の人骨は主に縄文時代の古人骨である．

　論文の執筆については，これまで計測してきた古人骨
に関する幾何学的形態測定による解析結果について，数
本発表することができた．弥生人骨に関しては，東西で
地理的クラインが見られるものの，北部九州の人骨の方
が一部の縄文人骨に近いという結果になり，このクライ
ンをどう理解すべきかについては課題が残った（Nakao 
et al. 2023，論文タイトル他は業績一覧を参照）．
　古墳人骨については従来の指摘通り，こちらも地理的
なクラインが観察できたが，もう少し詳細な時期に分け
て確認したところ，この地理的クラインが維持されてい
るのは前期と後期のみであり，中期ではかなり微妙なも
のになっていた（Nakao et al. 2024）．特に東北・関東
方面の古人骨形状が西の形状に近いという結果になって
おり，これは中期における古墳時代の社会変動をある程
度反映させたものかもしれない．またそれ以外にも，考
古遺物から示唆される交流関係と人骨形状の類似関係が
一致しており，古墳時代の文化的類似性は文化伝播だけ
でなく，人的移動を伴うものであった可能性が考えられ
る．これはさまざまな史的記録とも合致する結果であ
る．さらに，南九州の人骨に関しては，特に西都原考古
博物館所蔵の人骨を中心に解析を行い，詳細な地域内で
の形状変異についても考察を行うことができた（中川他
2023）．
　縄文人骨については本報告書を執筆時点では再投稿中
だが，従来から指摘されていた地理的クラインが，先行
研究で想定されているほどには明確に観察することがで

きなかった（Nakao et al. resubmitted）．この結果からは，
縄文文化は地域的独自性が高かったとはいえ，一方でさ
まざまな文化的交流が指摘されており，こうした交流が
ある程度一定した，また広範囲に渡る人的移動も伴って
いた可能性が考えられる．
　こうした古人骨データの基礎的な解析により，日本先
史時代のさまざまな考古遺物の時空間動態を人的移動か
ら考察するための，基盤的結果が得られたと考えている．
これまで人類学ではこうしたマクロな視点からの研究が
あまりなされておらず，それゆえ考古学と人類学の知見
を結びつけることが困難であったが，こうした結果をも
とに，両者の融合をさらに進めていきたいと考えている．
　また，これまで 4.5 年間の研究成果をまとめた書籍を
発表し，その内容について関連研究者と意見交換・議論
を行うことができた（中尾 2024）．本年度でこの科研
も終了するが，こうした議論によって得られた知見をも
とに，さらに研究成果を発展させていくことができるだ
ろう．
　ほかの関連業績としては，北部九州の甕棺データを用
いた研究をあげることができる．甕棺形状の楕円フーリ
エ解析に基づき，当時の社会的変動との関連を考察した
り（Nakao 2023; 中尾 印刷中），また甕棺の埋葬方位デー
タを用いて，当時の埋葬儀礼に関する考察も行うことが
できた（Maikuma & Nakao 2024）．古人骨の解析は 3
次元データに基づくものであるが，こうした従来の（主
に 2 次元の）データを用いた研究についても，一定の
進展を得ることができたと考えている．
　積み残しとしては，他班と連携して進めていた古墳時
代の人口動態と古墳サイズの研究などがある．こちらに
ついても，継続して検討を重ね，近いうちに発表ができ
ればと考えている．

C01 班活動 2023 年度活動報告書
C01 班代表　中尾  央
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　 本 年 度 は 三 次 元 計 測 手 法 の 基 礎 研 究 を 続 行 し
た。 本 研 究 で 使 用 し て い る Laser Scanning お よ び
Photogrammetry の両技術共に、前者は機器の低廉化や
高密度化、後者は解析ソフトウェアの廉価化・無償化や
国際情勢による利用制限の可能性等の懸念もあり、見直
しが必要となっている。このため、新規の機器やソフト
ウェアの導入と検証とすすめるとともに、効率的な作業
手法についての検討をおこなっている。
　特に、SfM・MVS における作業手順については、画像
取得の後、データを転送して解析という手順が一般的で
あったが、複数枚取得後にソフトウェアに転送し、SfM
による位置合わせと疎な点群生成をおこなう方法が試み
られており（山口 2023）、実務上多量のデータ取得に
期待が持たれる。現状では遺構についての検討が進んで
いるが、需要が大きいと思われる考古資料、特に土器に
対する手法を確立したい。これらについては治具の設計
と試験をおこなったが、安全性と迅速性を合わせた機器
の製作までは達成出来なかった。
　実際の資料の計測としては、平城宮跡出土土器、生駒
地域出土土器を中心に、資料の計測を実施した。今後、
分析や報告を含めて、データを公開したい。
　また、遺構や土器の表面情報をいかに把握するか、と
いう点で試行をおこなった。今後の利用も考え、公開
されている分析ソフトウェアでの利用を試みた。この
成果については最終報告会にて概要を紹介した（金田
2024）。使用したソフトウェアが地形を主な対象として
いるため、考古資料に対しては、これらを発展させた技
術の確立が必要と考える。今後、特定のサービスや手法
に限定されることなく、自由に表面形状の観察が可能な
方法を検討し、公開していきたい。

参考文献
金田明大　2024　文化財の表面痕跡の可視化の試行 新
学術領域研究「出ユーラシアの統合的人類史学」第 10
回全体会議 ポスター発表
山口欧志　2023　文化財三次元計測のためのリアルタ
イムフォトグラメトリの実現　日本文化財科学会第 40
回記念大会研究発表要旨集

研究報告

金田　明大
キーワード : 三次元データ取得、SIM、土器
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研究報告

田村　光平
キーワード : 感染症、比較社会進化、データベース

　『エヴォリューショナリィ・ナカオ・ブリザード』こ
と『カタチの由来、データの未来：三次元計測の人類史
学』の 2 〜 5 章を分担執筆した。特に、2 章において、
オープンサイエンスや再現可能性問題といった、より広
い文脈での学術的動向を、人類史研究と関連させつつ紹
介した。実験を主軸にする学問分野と、人類史研究を同
じ枠組みで扱うことは現実的ではないものの、分野と国
境を横断して制度設計がされつつあるなかで、自身の知
識生産のあり方を見直し、共通の言葉で説明する必要が
ある。たとえば、結果が得られた後仮説をつくる研究慣
行を HARKING とよび、再現可能性を下げる要因となっ
ている。また、「理論の当てはめを避ける」ことが重視
され、個別の遺跡や地域に特化したモデルをつくること
が推奨される。これらの研究慣行は、仮説検証の枠組み
に載せるならば、表面上は仮説の検証の体裁をとってい
ても、実質的には仮説の構築をおこなっており、仮説の
検証がみかけよりもなされていない可能性がある。と、
同時に、個別事例に特化したモデルから、社会提言が引
き出されることがある。個別のデータの説明に最適化し
たモデルは、一般性を犠牲にしている可能性が高く、検
証を経ていなければその社会提言の信頼性は低くなるこ
とになる。本書に対してネット上でも反響が起こってお
り、「エターナル・ナカオ・ブリザードとはなにかよく
わかる」といった感想がみられた。好評を博している。
　エターナル・ナカオ・ブリザードの骨組みは昨年度に
できたので、データの到着を待っている。公開に際し、
倫理的な問題があるとして公開を保留していた人骨の三
次元モデルについて、事例調査をおこなった。その結
果、現在アメリカ人類学会が、人骨資料の管理や研究利
用について新しいガイドラインを策定するために調査を
実施していることがわかった。さらに、日本にも調査の
ために訪問し、「日本の人類学者の倫理規範が低い」旨
の発言が琉球新報に掲載されており、日本の自然人類学
コミュニティの対応に頭を抱えた。他方で、大学や文化
施設が保管している人骨が「行方不明」になることも多
い。人骨を専門とする学芸員が文化施設におらず、地域
の「権威」である大学教員に貸し出されることが原因の

一端だが、文化施設への予算配分がさらに減ることが予
想されるなかで、属人的でない管理の方法を模索する必
要がある。三次元データは公開しないものの、資料の管
理のために、文化施設とエターナル・ナカオ・ブリザー
ドを連携させる方策について考えていきたい。
　その他継続的にエターナル・ナカオ・ブリザードの普
及につとめてきた。期間終了後ではあるが、アメリカ考
古学会の口頭発表でもエターナル・ナカオ・ブリザード
の紹介をした。今後、中尾央（作詞・作曲・歌・踊り）
のプロモーションビデオを制作するなどして、地球規模
の認知度の向上を目指したい。

文献
中尾央（編・著）『カタチの由来、データの未来：三次
元計測の人類史学』勁草書房
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研究報告

野下 浩司
キーワード : 賀川式土器、幾何学的形態測、球面調和関数

　2023 年度は遠賀川式土器の三次元データを対象とし
た解析の結果について論文や書籍として取りまとめた．
　75 遺跡の遠賀川式土器 483 資料を対象に三次元表面
データを収集し，球面調和関数解析（Ritchie & Kemp 
1999）により定量化をおこなった．球面調和係数を特
徴量とし，主成分分析によりデータを縮約し，実測形態
空間を作成した．形態空間解析の結果，第１主成分は高
さ - 幅の比，第２- 第４主成分は非対称的な形態の変動，
また第２主成分と第４主成分は中央部の丸みに対応して
いた．第５主成分は側面の曲率と厚みに，第６主成分は
側面の底部から中央部まで外側への湾曲に対応してい
た．
　いくつかの成分は二次元的な解析結果とも一致して
いた．二次元輪郭形状を楕円フーリエ解析（Kuhl & 
Giardina 1982）を用いて解析した結果と比較したとこ
ろ，双方の第１主成分は土器の高さ - 幅の比に対応して
おり，高い相関を示した．二次元の解析に基づく第３主
成分は三次元の解析に基づく第４主成分と，二次元の解
析に基づく第３主成分は三次元の解析に基づく第５主成
分と，それぞれ一定の負の相関を示し，土器の側面の中
央部の丸みをそれぞれ捉えていることが見て取れた．ま
た，二次元の解析に基づく第５主成分は三次元の解析に
基づく第３主成分及び第４主成分と僅かな負の相関を示
し，土器の底部に対する相対的な口縁部の幅の形態的な
変動に相当する．
　従来の二次元的な計測に基づく計測結果に対応する結
果も得つつ，三次元の計測に基づくことではじめて捉え
ることができた形態的な変動，例えば土器の厚みなど，
もある，今後ますます一般化が進む三次元計測やその結
果を定量的に解析すること，さらにはそこから考古学的
な考察を進める上での重要なデータセットと解析事例を
提供できた．一方で，こうした定量的な解析の事例は多
くない．単純に三次元データを取得し，可視化するだけ
で終わっているケースが散見される．専門知識を有する
研究者であればそうした三次元データの観察から情報を
抽出できる可能性が高いが，暗黙知化されがちで形式知
化が難しい．定量的な形態データの解析が進むことを期

待する．多くの人が気軽に形態解析を実施できる環境を
作ることが重要であることを実感した．そこで，形態解
析向けの Python パッケージ「ktch」（https://doc.ktch.
dev/）を公開した．引き続き開発を進めていくので，必
要な機能などを issue で投げて頂けると幸甚である．

参考文献
Ritchie, D.W., Kemp, G.J.L., 1999. Fast computation, 
rotation, and comparison of low resolution spherical 
harmonic molecular surfaces. J Comput Chem 20, 383–
395. 

Kuhl, F.P., Giardina, C.R., 1982. Elliptic Fourier features 
of a closed contour. Computer Graphics and Image 
Processing 18, 236–258.
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書籍
後藤明 (2024). 「太平洋世界の考古学」中野聡・安村直

巳（編）『岩波講座・世界歴史　第 19 巻（太平洋
海域世界～ 20 世紀）』pp.71-92 岩波書店

後藤明 (2023).「太平洋世界の考古学」中野聡・安村直
巳（編）『岩波講座・世界歴史第 19 巻（太平洋海
域世界～ 20 世紀）』pp.71-92 岩波書店

笹生衛 (2024).「宗像・沖ノ島における古代祭祀の意味
と中世の変容」佐藤信・溝口孝司編『世界遺産 宗像・
沖ノ島 みえてきた「神宿る島」の実像』pp.162-
197 吉川弘文館

杉山三郎 (2023). 『メキシコ古代都市の謎　テオティワ
カンを掘る』朝日選書

Goto, A., N. Matsumoto (eds.) (2024). Trekking shores, 
Crossing Water Gaps, and Beyond: Maritime 
Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia” 
Civilizations. Research Institute for the Dynamics 
of Civilizations, Okayama University

Sugiyama, S., N. Robles, P. Sanchez(2023). Proyecto 
Ciudades Cosmicas Mesoamericanas en 3D: 
In forme de  la  Segunda  Fase  de  Es tud ios 
Comparativos en 2022: Cholula, Teotihuacan y 
Oaxaca.  Report submitted to the Archivo Tecnico 
del INAH

Sugiyama, N., S. Sugiyama, L. Rivero(2023). Proyecto 
Complejo Plaza de las Columnas, Teotihuacan: 
Informe Parcial de la Sexta Temporada.  Report 
submitted to the Archivo Tecnico del INAH

Lopez, L., S. Sugiyama, et al. (2023). Proyecto Templo 
Mayor: Informe de la novena temporada (fase 
2022-2023) del Proyecto Templo Mayor. Report 
submitted to the Archivo Tecnico del INAH

Lopez, L., S. Sugiyama, R. De Anda(2023). Archeologia 
della sostituzione urbana in un mondo globalizzato: 
le capitali dellImpero Mexica, della Nuova Spagna 
e della Repubblica Messicana. in Migliorati, L., et 
al.(eds.) "Integracion del patrimonio edificado en 
ciudades con continuidad de vida en America y 
Europa Integrazione delledificato storico in citta a 
continuita di vita in America ed Europa", pp.69-80. 
Edizioni Quasar

河合洋尚、松本雄一、山本睦（編）(2023).『景観で考える：
人類学と考古学からのアプローチ』. 臨川書店

佐々木虔一 , 笹生衛 , 菊地照夫 (2023). 『古代の交通と
神々の景観―港・坂・道―』八木書店

杉山三郎、猪俣健、レオナルド・ロペス・ルハン（監修）
(2023). 『特別展「古代メキシコ－マヤ、アステカ、
テオティワカン」展覧会図録』. NHK : NHK プロモー
ション : 朝日新聞社

論文
De Anda,  R. ,  L .  Lopez,  S .  Sugiyama (2023).  El 

resurgimiento del Templo Mayor: Los proyectos 
arqueologicos en la piramide principal de 
Tenochtitlan. Arqueologia Mexicana.  181: 16-23

Goto, A. (2024). The Watercraft of Out-of-Eurasia 
Groups: A Review, a Re-evaluation and Prospects. 
In: Goto, A., N. Matsumoto (eds.)'Trekking shores, 
Crossing Water Gaps, and Beyond: Maritime 
Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia” 
Civilizations'. 70-85

Ito, N. (2023). Los Monumentos Lisos en Mesoamérica. 
XXXVI Simposio de Investigaciones Arqueológicas 
en Guatemala, 2023

Nojima, Y. (2024). Ceremonial Landscape in Island 
Melanesia: The gamal complex of the Banks Islands, 
Northern Vanuatu. In: Goto, A., N. Matsumoto 
(eds.)'Trekking shores, Crossing Water Gaps, and 
Beyond: Maritime Aspects in the Dynamics of “Out 
of Eurasia” Civilizations' 229-242

Sekiguchi, K. (2024). arcAstro-VR for Archaeoastronomy. 
In: Goto, A., N. Matsumoto (eds.)'Trekking shores, 
Crossing Water Gaps, and Beyond: Maritime 
Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia” 
Civilizations'  141-153

Yamaguchi, T. (2024). Direct historical approach 
to ritual landscape in Tongareva Atoll ,  the 
Northern Cook Islands. In: Goto, A., N. Matsumoto 
(eds.)'Trekking shores, Crossing Water Gaps, and 
Beyond: Maritime Aspects in the Dynamics of “Out 
of Eurasia” Civilizations' 219-228

伊藤伸幸 (2024). 「横位に出土した素面 ” 石碑 ” に関す
る一考察」 『名古屋大学人文学研究論集 . 』7: 389-
408

後藤明 (2023). 「海／天（あま）の人類学」『青淵』891: 
14-16

A01 班：人工的環境の構築と時空間認知の発達
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笹生衛 (2023). 「古代の交通路と祭祀の景観―祭祀・祭
具の意味と古代末期の変化を中心に―」. 佐々木虔
一・笹生衛・菊地照夫編『古代の交通と神々の景
観―港・坂・道―』51-86

笹生衛 (2024). 「新たな視点で考える三輪山の古代祭
祀」.『大美和』145: 10-20

千葉裕太、髙田祐磨、杉山三郎 (2024)「テオティワカ
ンの洞窟群における LiDAR 測量の有用性」『共生の
文化研究』18:113-131.

山口徹 (2023). 「絡み合いの景観論－祭祀景観をめぐる
民族考古学的試み」. 河合洋尚、松本雄一、山本睦

（編）『景観で考える：人類学と考古学からのアプ
ローチ』144-162

山本睦 (2023).「景観をめぐる時間の多様性――繰りか
えし築かれ、利用される神殿」. 河合洋尚、松本雄一、
山本睦（編）『景観で考える：人類学と考古学から
のアプローチ』106-124

学会発表
Ito, N. (2023)  Los Monumentos Lisos en Mesoamérica. 

XXXVI Simposio de Investigaciones Arqueológicas 
en Guatemala.

Lopez, L., S. Sugiyama. (2023) The Imperial Expansion 
of Tenochtitlan as Viewed from Archaeology: 
Religious Architecture, Monumental Sculpture, and 
Buried Offerings. in The Creation of Royalty in ‘Out 
of Eurasia’ civilizations: Exploring the mechanism 
of the Emergence of Transcendent Power.

Matsumoto, G. (2023)  The polit ical system of 
Lambayeque society as viewed from the spatial 
configuration of Sicán Archaeological Complex. 
In The Creation of Royalty in ‘Out of Eurasia’ 
civilizations: Exploring the mechanism of the 
Emergence of Transcendent Power.

Sugiyama, S., L. Lopez. (2023) The Dynamism of 
Rulership Materialized at Teotihuacan and beyond. 
In The Creation of Royalty in ‘Out of Eurasia’ 
civilizations: Exploring the mechanism of the 
Emergence of Transcendent Power.

Vargas, J.,A. Yamamoto, O. Arias. I (2023) Dataciones 
Radiocarbonicas en el Valle del Canar: Cerro 
Narrio, Loma de Pinzhul y El Bosque  Encuentro de 
Arqueologia en los Andes Septentrionales. 

浅見恵理 , 西澤弘惠 , 鶴見英成 , 瀧上舞 , 尾嵜大真 , 大森
貴之 , 米田穣 . (2023)「東京大学総合研究博物館所

蔵染織品の調査概報―放射性炭素年代測定および
炭素・窒素同位体比分析を中心に―」. 第 28 回古
代アメリカ学会研究大会 .

伊藤伸幸 . (2023)「チャルチュアパ遺跡のフラスコ状
ピット出土種子」 第 28 回古代アメリカ学会研究大
会 .

後藤明 (2024)「海岸を歩き、水隙を超える：出ユーラ
シア集団の海景観」出ユーラシアの統合的人類史
学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回全体会議 .

後藤明 (2024)「イントロダクション (2)：世界神話学か
ら再考する超越者」出ユーラシアの統合的人類史
学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回全体会議 .

後藤明・長岡拓也 . (2024)「空挺 LiDAR によるナンマ
トルおよびポーンペイ島の調査報告」日本オセア
ニア学会第 41 回研究大会 .

笹生衛 (2024) 「景観形成と神・霊魂観―日本列島東部、
3 世紀～ 10 世紀の事例分析からー」出ユーラシア
の統合的人類史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第
10 回全体会議 .

笹生衛 . (2023)「祭礼・神輿渡御の成立と展開―都市の
神輿渡御祭礼の成立と地方での受容―」神道宗教
学会第 77 回学術大会学術シンポジウム『社会の復
元力と神・まつり～古代・中世移行期と祭礼の発生・
展開を軸に～』

佐藤優音 , 金崎由布子 , 鶴見英成 . (2023)「ペルー北部
中央山地ワヌコ盆地における形成期後期から末期
にかけての土器の変化」第 28 回古代アメリカ学会
研究大会 .

杉山三郎 . (2024)「メソアメリカの時空間認知と都市景
観の創成メカニズム」出ユーラシアの統合的人類
史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回全体会
議

関口和寬・北條芳隆、杉山三郎 (2024) 「出ユーラシア
の天体認知と社会変容へのダイナミズム」出ユー
ラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニズムの解
明 - 第 10 回全体会議 .

鶴見英成 . (2023)「リャマと神殿の誕生―アンデスの大
地形に即した（未だ登頂ルートの見えない）文明
形成論」公開シンポジウム『古代アンデスとリャマ：
文明形成をめぐる新視点』

鶴見英成 , 北條芳隆 (2024)「時空間の認知と人為景観化：
アンデス形成期および日本列島の弥生・古墳時代
において」出ユーラシアの統合的人類史学 - 文明創
出メカニズムの解明 - 第 10 回全体会議 .

野嶋洋子 (2024)「ウレパラパラ島の儀礼空間とコミュ
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ニティ主体の⽂化遺産保護」出ユーラシアの統合
的人類史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回
全体会議 .

松本剛 . (2023)「ペルー・ランバイェケ地方におけるサ
イクロン『ヤク』およびエルニーニョの 被害につ
いて」文化遺産国際協力コーソアシム中南米分科会 .

松本剛、山本睦、大谷博則、G・ロス・リオス（他）(2024). 
「アンデスにおける 都市景観の創成メカニズム 〜
シカン遺跡における LiDAR および発掘調査から」「 
出ユーラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニズ
ムの解明 -」第 10 回全体会議

山口徹 (2024)「旅する＜オロ神＞の歴史人類学」出ユー
ラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニズムの解
明 -」第 10 回全体会議 .

山口徹 . (2023)「モノを通した『ダブル・ビジョン』の
歴史人類学－慶應大所蔵のニューギニア民族資料
を中心に－」海域アジア・オセアニア研究講演会 .

山口徹 , 山野博哉 . (2024)「モート環礁プカプカの先史
人間居住と熱帯サイクロン：ジオ考古学の試み」
日本オセアニア学会第 41 回研究大会 .

山本睦 . (2023)「リャマと神殿社会の展開：ペルー北部
における神殿の多様性」公開シンポジウム『古代
アンデスとリャマ：文明形成をめぐる新視点』

山本睦、O・アリアス、大谷博則 . (2023)「ペルー北部
インガタンボ遺跡とトゥルコ遺跡の発掘調査」第
28 回古代アメリカ学会研究大会 .

山本睦、大谷博則 . (2024)「ペルー北部熱帯低地におけ
るモニュメントの生成―インガタンボ遺跡とトゥ
ルコ遺跡の発掘調査―」出ユーラシアの統合的人
類史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回全体
会議 .

吉田晃章 , 喜多理王 , 鶴見英成 , 真世土マウ , 粟野若枝
( 他 ). (2023).「 笛吹きボトル土器の音響解析―模
型を用いた実験成果の概要―」第 28 回古代アメリ
カ学会研究大会 .

アウトリーチ他
Arias Oscar, Atsushi Yamamoto (2023) Informe 

del Proyecto de Investigación Arqueológica 
Huancabamba – Marañon. Ministerio de Cultura, 
Perú.

笹生衛 (2023) ＮＨＫ ＢＳ、令和 5 年 1 月 3 日、「平安
時代サミット 2024　本当に『平安』だったのか」
出演

笹生衛 (2023）奈良県立橿原考古学研究所付属博物館、

令和 5 年度春季企画展研究講座「古代の神まつり
と沖ノ島祭祀遺跡」、令和 5 年 4 月 23 日

笹生衛 (2023) 兵庫県加古川市教育委員会、令和 5 年度
加古川市文化財講座「行者塚古墳から考える古墳
時代の祭祀」、令和 5 年 11 月 4 日

杉山三郎 (2024)　 メキシコ政府のメキシコ歴史アカデ
ミー会員の称号授与

杉山三郎 (2023) 特別展「古代メキシコーマヤ、アステカ、
テオティワカン」（東京国立博物館、九州国立博物
館、大阪国立国際美術館）の監修・ゲストキュレー
ター、カタログ出版（杉山三郎、猪俣健、レオナルド・
ロペス・ルハン）NHK, NHK プロモーション、朝日
新聞社。

杉山三郎 (2023)NHK テレビ特別番組「生と死、古代メ
キシコの世界へ」出演

杉山三郎 (2023) 瑞宝小綬章受賞
山本睦 (2023) ポスト・コロナといわれるなかでの調査

『古代アメリカ学会会報』48: 7-9.

＊＊＊
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書籍
工藤雄一郎（2024）.　『縄文時代草創期の年代学』雄

山閣
河合洋尚 , 松本雄一 , 山本睦（編）（2023）.『景観で考える : 

人類学と考古学からのアプローチ』臨川書店 .

論文
Tema, E., Santos, Y., Trindade, R., Hartmann, G. A., 

Hatakeyama, T., Terra-Nova, F., Matsumoto, 
N. ,  Mitsumoto,  J .  and Gulmini .  M. (2023) . 
Archaeointensity record of weak field recurrence in 
Japan: new data from Late Yayoi and Kofun ceramic 
artefacts, Geophysical Journal International, 
Volume 233, Issue 2, pp.950–963.

M a t s u m o t o ,  N .  ( 2 0 2 3 ) .  Wo m e n  i n  J a p a n e s e 
Archaeology. In Sandra L. López Varela (ed.), 
Women in Archaeology: Intersectionalities in 
Practice Worldwide , pp.535-558. Springer.

松本直子 , 太郎良真妃 (2023). 3D モデルを用いたヒト
形人工物の顔研究の可能性 . 『日本情報考古学会講
演論文集』26( 通巻 46): pp.7-9.

松本直子（2023）.「考古学とジェンダー」『季刊考古
学』164 号、リレー連載「考古学の旬」第 22 回、
pp.101-106

松本直子（2023）.「美術の歴史とジェンダー」『何が
歴史を動かしたのか　第 3 巻　古墳・モニュメン
トと歴史考古学』春成秀爾編、雄山閣、2023 年
12 月 15 日、pp.131-142

Tema, E., Hatakeyama, T., Ferrara, E., Davit, P., Polymeris, 
G.S., Mitsumoto, J., Matsumoto, N. (2024). Insights 
on the firing temperature of ancient ceramic 
coffins through a multi-analytical approach: The 
case of the Sada Nishizuka Kofun, Japan. Journal of 
Cultural Heritage , 66, pp.265-270.

Ishii, T. and Matsumoto, N. (2024). Mutual permeation 
model of things, people, and the supernatural: 
Insights form Jomon pottery and dogu figurines. 
Proceedings of the Out of Eurasia Hawaiʻ i 
Conference, March 02-03, 2023. Trekking Shores, 
Crossing Water Gaps, and Beyond: Maritime 
Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia”  
Civilizations. Goto, A. and Matsumoto, N. (eds.), 
pp.108-116. Research Institute for the Dynamics 

of Civilizations, Okayama University.
中園聡 (2024). 「分析科学（胎土）」『考古学研究会 70

周年記念誌 考古学の輪郭』考古学研究会 , pp.170-
171.

中園聡 , 平川ひろみ , 太郎良真妃 (2023). 「明石地域に
おける埴輪の蛍光 X 線分析—五色塚古墳とその前
後—」『明石の歴史』6: pp.21-34.

中園聡 , 平川ひろみ , 太郎良真妃 , 春成秀爾 (2023). 「特
殊器台の製作体制」『何が歴史を動かしたのか』2 
弥生文化と世界の考古学 雄山閣 , pp.155-166.

中園聡 , 平川ひろみ , 太郎良真妃 , 春成秀爾 , 中川渉 
(2024). 神戸市念仏山古墳の埴輪とその評価『兵庫
県立考古博物館研究紀要』17: pp.13-36.

桑原牧子（2023）.「フランス領ポリネシアの歴史」中
野聡、安村直己編集『岩波講座世界歴史 - 太平洋海
域世界 19 巻』岩波書店、pp. 193-212

石村智（2023）.「ポリネシアの漁撈文化」『網漁の諸
問題　海洋考古学会第 13 回研究会資料集』pp.27-
29, 海洋考古学会

髙倉純 (2023). 「人類によるダチョウの卵殻利用のはじ
まり」『ビオストーリー』39、pp.43-48、誠光堂新
光社

Takakura, J. (2023). The Stemmed Projectile Points of 
the Terminal Pleistocene in Hokkaido, Northern 
Japan: Current State of Research. Anthropological 
Papers of the University of Alaska Fairbanks, New 
Series , 7 (1-2): pp.148-169.

長﨑潤一 , 髙倉純 , 北村成世・阿部嵩士・高林奎史 (2024). 
「北海道蘭越町立川１遺跡第 2 次・3 次調査概報」『早
稲田大学大学院文学研究科紀要』69: pp.581-606.

研究発表・講演
松本直子 , 太郎良真妃 , 平川ひろみ , 中園聡 (2023). 「岡

山県備前市長縄手遺跡出土「長縄手式土器」の復
元に向けた基礎的検討」 日本情報考古学会第 47 回
大会 . 2023/3/25-26.

松本直子（2023）「縄文・弥生社会の環境構築」日本学
術会議公開シンポジウム 「最終氷期以降の日本列島
の気候・環境変動と人類の応答」2023/6/11. オン
ライン（招待講演）

松本直子（2024）．「文明と戦争―生と死のコントロー
ル―」第 41 回人文機構シンポジウム「戦争をめぐ
る生と死」2024/1/28. コモレ四谷タワー＋オンラ

A02 班：心・身体・社会をつなぐアート/ 技術
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イン（招待講演）
工藤雄一郎（2024）．「縄文時代早期末〜前期に北海

道にウルシは存在したのか？」　新学術領域研究 
2019 年度～ 2023 年度　出ユーラシアの統合的人
類史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 4 回全体会
議．2024/3/3・4

工藤雄一郎（2023）.「旧石器・縄文時代の人と植物の
関係を探る .」 福井洞窟ミュージアム　どうくつ体
験リレー講座　第 2 回，2023 年 7 月 22 日，於：
福井洞窟ミュージアム

工藤雄一郎（2023）.「岩宿時代の環境と人との関係を
探る .」 令和 5 年度 岩宿大学「岩宿時代の自然環境
と人類 」第 2 講，2023 年 8 月 6 日

佐藤悦夫 , 中園聡 , 平川ひろみ , 太郎良真妃 , 髙田祐磨 . 
(2024). メキシコ、テオティワカン遺跡「月のピラ
ミッド」出土土器の蛍光 X 線（pXRF）分析 . 新学
術領域研究「出ユーラシアの統合的人類史学」第
10 回全体会議 . （ポスター発表、岡山大学 )

上野祥史 (2023). コメント .「出ユーラシアにおける王
権の創成 : 超越的力出現のメカニズム」第 9 回全体
会議 ,2023/07/01-02

上野祥史 (2024). 「造形から復元した行為・認識と社会
変革の評価 .」「出ユーラシアの統合的人類史学 - 文
明創出メカニズムの解明 -」第 10 回全体会議 ( オ
ンライン・ポスター発表 ),2023/02/25

松本雄一 , 大谷博則 , ユリ・イゴール・カベロ・パロミ
ノ（2024）.「アンデス中央高地における公共祭祀
建築の出現」『出ユーラシアの総合人類学：文明創
出メカニズムの解明』最終全体会議 2024 年 2 月
24 日

松本雄一 （2024）.「ペルー中央高地南部アヤクチョ地
方の形成期社会：チュパスとカンパナユック・ル
ミの比較から」『基盤研究（A)「社会的記憶の観点
からみたアンデス文明史の再構築」( 代表 關雄二）・
基盤研究 （B）「総合資料学にもとづく古代アンデス
文明の社会統合の解明」( 代表 鵜澤和宏）・基盤研
究 （A）「生物考古資料にもとづく生業モデルの実証
的研究とアンデス文明発展の機序解明」（代 表・瀧
上舞） 共同研究会 ) 東亜大学 2024 年 2 月 17 日 

松本雄一（2023）.「チャビン現象を問い直す : ペルー
中央高地からの視座」古代アメリカ学会第 28 回研
究大会 京都外語大学 2023 年 12 月 3 日

Cavero Palomino, Yuri y Matsumoto, Yuichi（2023）
Quinta temporada de excavaciones en el centro 
ceremonial de Campayuq Rumi Vilcashuamán, 

Ayacucho: arquitectura, ritual y paisaje.  X 
CONGRESO NACIONAL DE ARQUEOLOGÍA 

（2023/11/28）
Cavero Palomino, Yuri y Matsumoto, Yuichi（2023）. 

Investigavciones arqueologicas en el centro 
ceremonial de Campanayuq Rumi: Arquitectura, 
Ritual, y Paisaje. YUNGAS Sociedades Prehispanicas 
del Litoral.（2023/06/20）

Dante, Daniel, Segami, Saucedo, Takahashi, Hiraku, 
Matsumoto, Yuichi y Yamamoto, Atsushi（2023）. 
Los  caminos  y  su  va lor  como Patr imonio 
Cultural: Un estudio comparativo de los caminos 
prehispánicos en el distrito de La Molina (Lima, 
Perú) y los caminos históricos del pueblo de Iide 
(Yamagata, Japón). XXXV CONGRESO CANELA

（a Confederación Académica Nipona, Española y 
Latinoamericana） （2023/05/28）

桑原牧子（2024）.「身体性とミックスの可視化／不可
視化－仏領ポリネシア・タヒチ島の事例から」 ( 国
立民族学博物館共同研究「ミックスをめぐる帰属
と差異化の比較民族誌―オセアニアの先住民を中
心に」研究会発表 )

桑原牧子（2024）.「マルケサス諸島の彫刻とイレズミ
の文様生成における相関性」「出ユーラシアの統合
的人類史学―文明創出メカニズムの解明」第 10 回
全体会議、ポスター発表

石村智（2023）.「ポリネシアの漁撈文化」海洋考古学
会第 13 回研究会、2023 年 10 月 7 日〜 8 日、岡
山大学

石村智（2024）.「チャタム諸島におけるポリネシア人
の適応の特質」日本オセアニア学会第 41 回研究大
会・総会、2024 年 3 月 24 日、国立民族学博物館。

Takakura, J. (2023). Fracture wing analysis of the LGM 
microblade production technology in Northeast 
Asia. International Seminar on Lithic Technology 
in Northeast Asia and the Beringia. MSH, Nanterre 
University, Nanterre. 2023/11/17.

その他
Goto, A. and Matsumoto, N. (eds.) (2024). Proceedings of 

the Out of Eurasia Hawaiʻi Conference, March 02-
03, 2023. Trekking Shores, Crossing Water Gaps, 
and Beyond: Maritime Aspects in the Dynamics of 
"Out of Eurasia" Civilizations. Research Institute for 
the Dynamics of Civilizations, Okayama University.
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中園聡 (2024). 「3D 考古学の新時代に想う」『月刊考古
学ジャーナル』791: 1-1.

上 野 祥 史 国 立 歴 史 民 俗 博 物 館 2023 年 度 企 画 展
示（2024）．「 歴 博 色 尽 く し 」.2024/03/11-
2024/05/06

アウトリーチ
松本直子（2023）. 「人類史の中でジェンダーを考える」

2023 年 7 月 29 日、イキイキ人間学（人権教育連
続講座）、ライフパーク倉敷

中園聡「邪馬台国はどこに～日本古代史 “ 最大のミステ
リー ” ～」NHK クローズアップ現代 2023 年 7 月
4 日出演

＊＊＊
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書籍
青山和夫編 . (2023).『古代アメリカ文明：マヤ・アステ

カ・ナスカ・インカの実像』講談社現代新書 .
青山和夫監修 . (2023).『カラー版　マヤと古代メキシコ

文明のすべて』宝島社新書 .
市川彰 . (2023).『メソアメリカ文明ガイドブック』新泉

社 .
Taube, Karl and Kenichiro Tsukamoto. (2023). Hills 

of the Ancestors: Copan Temple 22 and Sacred 
Architecture of the Northern Maya Lowlands. In 
When East Meets West, edited by Travis Stanton, 
Karl Taube, and Jeremy Coltman, Nelda, Marengo . 
pp. 753-790. BAR International Series, Oxford. 

佐々木憲一 . (2022).「古墳時代中期東国は国家段階か？」
『纏向学の最前線』（桜井市纏向学研究センター設
立 10 周年記念論集）pp. 687-696.

佐々木憲一 . (2022).「前方後円墳体制と国家的支配」吉
村武彦（編）『律令制国家の理念と実像』pp. 61-
85. 八木書店

渡部森哉 . (2024). 『インカ帝国　歴史と構造』中央公論
新社 .

論文
青山和夫 . (2023).「LiDAR 技術とマヤ文明」『電子情報

通信学会論文誌 D』J106-D(6):366-374 ( 査読有 ).
青山和夫、井上幸孝、吉田晃章、渡部森哉、松本雄一 . 

(2023).「古代アメリカに関する中学・高校教科書
問題―中学歴史と高校歴史総合・世界史探究の検
討―」『古代アメリカ』26:93-108.

市川　彰 . (2023).「火山灰が創る景観」『景観で考える：
人類学と考古学からのアプローチ』125-143, 臨川
書店 .

Ceballos, Xanti, Kenichiro Tsukamoto, Agustín Ortíz 
Butrón, Luis Barba, and Araceli Vázquez Villegas. 
(2023). Ancient Maya Standard-Bearers’ Foodways: 
Chemical Residue Analyses of Ceramic Vessels 
at the Guzmán Group of El Palmar, Campeche, 
Mexico. The Mayanist 4 (2): 73-92.

Sharpe, Ashley E. ,  and Aoyama, Kazuo. (2023). 
Lithic and Faunal Evidence for Craft Production 
among the Middle Preclassic Maya at Ceibal, 
Guatemala. Ancient Mesoamerica  34(2):407-431. 
doi:10.1017/S0956536122000049 ( 査読有 )

橋本達也 . (2024.3). 島内 139 号地下式横穴墓の甲冑 . 
『島内 139 号地下式横穴墓　Ⅲ』. えびの市教育委
員会 : 67-70

橋本達也 . (2024.3). 島内 139 号地下式横穴墓の鳴鏑 . 
『島内 139 号地下式横穴墓　Ⅲ』. えびの市教育委
員会 : 75-77

橋本達也 . (2024.3). 島内 139 号地下式横穴墓の骨鏃 . 
『島内 139 号地下式横穴墓　Ⅲ』. えびの市教育委
員会 : 78-81

橋本達也 . (2024.3). 島内 174 号～ 179 号地下式横穴墓
の三次元計測 . 『島内地下式横穴墓群Ⅶ』. えびの市
埋蔵文化財調査報告書第 64 集 . えびの市教育委員
会 : 29-42

橋本達也 . (2023.12). 「盾形銅鏡」の系譜―行燈山古墳・
津堂城山古墳出土銅板の再評価―. 『第 19 回古代武
器研究会発表資料集』. 古代武器研究会事務局 : 84

橋本達也 . (2023.9). 島内地下式横穴墓群 . 『季刊考古学』. 
別冊 43. 雄山閣 : 122-125

寺前直人 .(2024.1). 縄文・弥生時代の農耕を土器から探
る．『深化する歴史学 史資料からよみとく新たな歴
史像』．大月書店．2-7

寺前直人 .(2023.9)．縄文時代像と弥生時代像の相生と
相克．『何が歴史を動かしたのか』第 2 巻．雄山閣．
19-30

寺間直人 (2023.5)．縄文後・晩期石製儀器の起源と行
方－継承・存続・再利用あるいは混入－．『季刊考
古学』163．99-106

研究発表
青山和夫 . (2023). マヤ文明：最新の研究成果と意義 . 

2023 年度駒澤史学会大会記念講演 , 駒澤大学 ( 東
京 ), 2023/06/17.

青山和夫 . (2023). 「謎と神秘」のマヤ文明の実像に迫
る . 茨城大学図書館土曜アカデミー , 茨城大学 ( 水
戸市 ), 2023/07/08.

青山和夫 . (2023). マヤ文明の研究最前線：起源を求
め て . NHK 文 化 セ ン タ ー 柏 教 室 ( オ ン ラ イ ン ), 
2023/08/05.

青山和夫 . (2023). メソアメリカ文明の実像に迫る : マ
ヤ文明、テオティワカン文明とアステカ文明 . 朝
日カルチャーセンター新宿教室 ( オンライン ), 
2023/08/26.

青山和夫 . (2023). マヤ文明への招待 . いきいき大学 , 千

A03 班：集団の複合化と戦争
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葉市民会館大ホール ( 千葉市 ), 2023/10/02.
青山和夫、井上幸孝、吉田晃章、渡部森哉、松本雄一 . 

(2023). 古代アメリカの教科書問題：中学歴史と高
校歴史総合・世界史探究の改善を目指して . 古代ア
メリカ学会第 28 回研究大会 , 京都外国語大学 ( 京
都市 ), 2023/12/02.

青山和夫 . (2024). マヤ文明の景観と戦争の通時的変化 . 
「出ユーラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニ
ズムの解明 -」第 10 回全体会議 ( ポスター発表 ), 
2024/03/01.

青山和夫 . (2024). マヤ文明の起源と形成 . アンデス文
明研究会定例講座 , 東京外国語大学本郷サテライト 
( 東京 ), 2024/03/16.

市川　彰 . (2023).「古代都市・遺跡－中米に栄えた古代
マヤ文明への誘い―」『朝日カルチャーセンター名
古屋教室』, 2023/4/22.

市川　彰 . (2023).「環境変化は文明の衰退や崩壊を招く
のか？－マヤ南部地域諸遺跡の発掘調査」『いにし
えの世界を探るー金沢大学古代文明・文化資源学
フォーラム 2023』 2023/7/22.

Ichikawa Akira. Everything comes togethers: The 
emergence of saltwork mounds at Nueva Esperanza 
on the Pacific coast of El Salvador. 8th Annual 
Rocky Mountain Pre-Columbian Association 
Colloquium,  2023/9/29.

市川彰 . (2023).「古代メソアメリカ文明の盛衰と気候変
動」『南山大学ラテンアメリカ研究センター主催・
外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科共催講演
会』 2023/12/5.

市川彰 . (2023).「大干ばつとメソアメリカ古典期社会－
オアハカ地域を事例として―」『アンデス文明研究
会 2023 年冬季講座』 2024/1/20.

佐 々 木 憲 一 . (2023). “Legacy Collections: Japanese 
Archaeological Artifacts in the National Museum of 
Natural History Collection.” U.S.A.-Japan Museum 
Cooperation: Curatorial and Scholarly Exchange, 明
治大学 , 2023/3/11.

佐 々 木 憲 一 . (2022).  “Meiji University Expedition to 
Alaska in the 1960s.” Smithsonian Institution-
Meiji University Research Exchange, オ ン ラ イ ン , 
2022/6/21.

Tsukamoto, Kenichiro, Luz Evelia Campaña Valenzuela, 
Octavio Q. Esparza Olguín y Daniel Salazar Lama. 
(2023). Los señores de Kaanul y El Palmar: Una 
relación política singular. Paper presented at XII 

Congreso Internacional de Mayistas, Mexico City, 
2023/06/25.

Octavio Q. Esparza Olguín y Kenichiro Tsukamoto. 
(2023). Más allá de las fronteras. El Palmar 
y sus vínculos suprarregionales durante el 
período clásico. Paper presented at XII Congreso 
I n t e r n a c i o n a l  d e  M a y i s t a s ,  M e x i c o  C i t y , 
2023/06/27.

Tsukamoto, Kenichiro. (2023). Materialization of 
Authority in Classic Maya Dynasties. Paper 
presented at The Creation of Royalty in “Out of 
Eurasia” civilizations: Exploring the mechanism 
of the Emergence of Transcendent Power, Tokyo, 
2023/07/01.

塚本憲一郎 . (2024).  「エル・パルマール王朝における戦
争と儀礼」　出ユーラシアの統合的人類史学 - 文明
創出メカニズムの解明 第 9 回全体会議、ポスター
発表 , 2024/01/24.

寺前直人・渡部森哉・松本直子・橋本達也・藤澤敦・山
口徹 . (2024). 『攻撃と文明　対談２政治化する武
器―我々とかれらの区分―』. 新学術領域研究・出
ユーラシアの統合的人類史学」第 10 回全体会議 , 
2024/3/3.

橋本達也 . (2023). 島内武人とヤマト政権 . 『えびの市歴
史民俗資料館　企画展講演会』. えびの市歴史民俗
資料館 , 2023/10/15.

Watanabe, Shinya. (2023). Arqueología en el Perú. 
Arqueología de América II, Carrera de Arqueología, 
Universidad Veracruzana en Xalapa, online. 
2023/5/3.

Watanabe, Shinya. (2023). Inca Kings and Material 
Evidence. The Creation of Royalty in “Out of 
Eurasia” civilizations: Exploring the mechanism of 
the Emergence of Transcendent Power 出ユーラシ
アにおける王権の創成：超越的力出現のメカニズム , 
Meiji University. 2023/7/1.

Watanabe, Shinya. (2023). Dinámica social en la región 
Cajamarca durante el Horizonte Medio. Charla 
Magistral. Segunda charla del mes de septiembre, 
PUCP. 2023/9/12.

渡部森哉 . (2023). 「アンデス文明の起源」 古代アンデス
文明　起源と展開（全 3 回）. 岩倉市生涯学習セン
ター . 2023/10/28.

渡部森哉 . (2023). 「プレ・インカの諸王国」 古代アンデ
ス文明　起源と展開（全 3 回）. 岩倉市生涯学習セ
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ンター . 2023/11/11.
渡部森哉 . (2023). 「インカ帝国の成立」 古代アンデス文

明　起源と展開（全 3 回）. 岩倉市生涯学習センター . 
2023/12/09.

Watanabe, Shinya, Jorge Luis Ruiz Barcellos, and 
Juan Ugaz.  (2023).  Segunda temporada de 
investigaciones en el sitio Terlén-La Bomba, valle 
medio de Jequetepeque, norte del Perú. X Congreso 
Nacional de Arqueología, Museo Nacional de 
Arqueología, Antropología e Historia del Perú, Lima. 
2023/11/29.

渡部森哉 . (2023). 「ワリ期に何が起こっていたのか？ ペ
ルー北部の事例より」 古代アメリカ学会第 28 回研
究大会 , 京都外国語大学 . 2023/12/2.

長岡朋人 , 渡部森哉 . (2024). ポスター発表「ペルー、サ
ンタ・デリア遺跡から出土した人骨の人為的損傷」 
出ユーラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニズ
ムの解明 -第10回全体会議, 岡山大学＋オンライン. 
2024/3/01-03.

渡部森哉 . (2024). 「古代アンデスにおける神」 出ユー
ラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニズムの
解明 - 第 10 回全体会議 , 岡山大学＋オンライン . 
2024/3/2.

渡部森哉 . (2024).「インカ帝国研究とクロニカ」 パネル
ディスカッション「クロニカから古代アメリカ文明
を読む」, 専修大学生田キャンパス . 2024/3/23.

寺前直人．(2024)．「研究史からみた脱高地性集落論―
比較考古学への展望―」「高地性集落」論のいま―
半世紀ぶりの研究プロジェクトの成果と課題―，同
志社大学今出川キャンパス． 2024/3/2

寺前直人．(2024)．「東国からみた百舌鳥・古市古墳群
－ 1600 年前の視点と令和の視点－」「百舌鳥・古
市古墳群」世界遺産シンポジウム世界遺産「百舌鳥・
古市古墳群」の「おもしろさ」に触れるには，羽曳
野市立生活文化情報センター，2024/2/18

寺前直人．(2024)．「弥生時代中期から後期の社会構造
と変化－継承と断絶、あるいは拒絶－」，第 23 回
播磨考古学研究集会「播磨から弥生社会を問いなお
す」，姫路市教育会館，2024/1/27

寺前直人．(2023)．「関東地方の弥生系高地性集落」，む
きばんだ遺跡土曜講座，鳥取県立むぎばんだ遺跡ガ
イダンス施設，2023/12/23

寺前直人．(2023)．「階層化にあらがう弥生時代の墓制」，
「弥生研究の最前線」連続シンポジウム第３回【墓
制と社会】，大阪府立弥生文化博物館，2023/9/16

寺前直人．(2023)．「日本列島における初期農耕社会の
儀礼 －銅鐸の成立背景にみる縄文儀礼の影響－」，
嶺南考古学会 2023 年度学会定期学術会議，慶北大
学校，2023/4/1

アウトリーチ、その他
青山和夫 . (2023).「会長就任にあたって」『古代アメリ

カ学会会報』48:1-2.
青山和夫 . (2023).「自著紹介『マヤ文明の戦争　神聖

な争いから大虐殺へ』」『古代アメリカ学会会報』
48:26-28.

青山和夫 . (2023).「自著紹介『Mesoamérica: El Estudio 
de Sus Procesos de Transformación Social desde 
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solutions through transformative transdisciplinary 
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Conference. 2023/10/20

Mitsunaga A, Yamauchi T. (2023). Menstrual Hygiene 
Management among Adolescent Girls in Lilongwe 
District, Malawi. The 6th FHS International 
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Exploring menstrual hygiene management and 
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佐井旭・山内太郎 . (2023). マレーシアの都市部に居住す
る若年男性のボディイメージと社会文化的要因 . 第
88 回日本健康学会総会 . 2023/12/01-12/02

砂澤楓華・佐井旭・山内太郎 . (2023). インドネシアの都
市スラムに居住する女子学生の初経及び月経に関す
る知識、態度、経験について . 第 88 回日本健康学
会総会 . 2023/12/01-12/02

山内太郎 . (2023). 排泄人類学とグローバルサニテー
ション . 第 2 回 排泄の自然誌を編む研究会 公開シ
ンポジウム「出すことと出たものへのまなざし」. 
2024/02/10

その他
稲村哲也 . (2024). 特別講演「海を渡った仏教寺院」. 野

外民族博物館リトルワールド . 2024/03/17.
稲村哲也 . (2023). 放送大学 BS231 キャンパス EX 特集

『考古・歴史・文化の今昔～蘇る「兼高かおる世界
の旅」と共に』メキシコ編Ⅰ「永遠の石たち」（出演：
伊藤伸幸・稲村哲也）：2023 年 4 月 3 日 9 時～ 9
時 40 分放映 .

稲村哲也 . (2023). 放送大学 BS231 キャンパス EX 特集
『考古・歴史・文化の今昔～蘇る「兼高かおる世界
の旅」と共に』メキシコ編Ⅱ「ユカタンを歩く」（出演：
杉山三郎・伊藤伸幸・稲村哲也）：2023 年 4 月 10
日 9 時～ 9 時 40 分放映 .

稲村哲也 . (2023). 放送大学 BS231 キャンパス EX 特集
『考古・歴史・文化の今昔～蘇る「兼高かおる世界
の旅」と共に』メキシコ編Ⅲ「メキシコの謎　オ
アハカ」（出演：杉山三郎・伊藤伸幸・稲村哲也）：
2023 年 4 月 17 日 9 時～ 9 時 40 分放映

稲村哲也 . (2023). 放送大学 BS231 キャンパス EX 特集
『考古・歴史・文化の今昔～蘇る「兼高かおる世界
の旅」と共に』メキシコ編Ⅳ「ロマンティック・グ
アダラハラ」（出演：伊藤伸幸・稲村哲也）：2023
年 4 月 24 日 9 時～ 9 時 40 分放映 .

梅﨑昌裕 . (2023). 世界の食文化⑧サツマイモ．医学のあ
ゆみ 287: 865-867.

梅﨑昌裕 . (2023). 人口と環境問題の関係：人類誌をふま
えた理解．月刊統計 2023 年 9 月号：28-35．

大西秀之 . (2023). 現地の知としての民族誌情報の返還 . 
『民博通信 On-line（旧民博通信）』8: 30-31. 

大西秀之 . (2023). 書評：篠原徹（著）「ほろ酔いの村：
超過密社会の不平等と平等」.『文化人類学』88(1): 
172-175.

河合洋尚 . (2023). 中国民族誌学と文明の人類学 .『民博
通信 Online』8:10-11.

河合洋尚 . (2023). サモア初訪問記――サモアで中国と
アジアの影響をみる .『海域アジア・オセアニア
NEWS LETTER』1: 43-46.

＜翻訳＞
清水郁郎（訳）・サンドラ・ピシク ( 編 )・本間健太郎・

前田昌弘（監訳）. (2023).『世界居住文化大図鑑　
人と自然の共生の物語』柊風舎 . 38-45 翻訳 .
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論文
Iriki A, Tanaka S. (2024) Potential of the Path 

Integral and quantum computing for the study 
of humanities: An underlying principle of human 
evolution and the function of consciousness. Global 
Perspectives , in press.

Yamazaki Y,  Ir iki  A.  (2024) Cont inuous social 
modulation in conflicting situations in marmoset 
pairs. Royal Soc Open Sci,  under review.

Takemi M, Tia B, Kosugi A, Castagnola E, Ansaldo A, 
Ricci D, Fadiga L, Ushiba J, Iriki A. (2024) Dynamic 
motor representation in the marmoset motor 
cortex: static lower limb position modulates upper 
limb motor maps, Cereb Cortex Comm , under 
review.

Kawarai S, Sakai Y, Iriki A, Yamazaki Y. (2024) Gastric 
emphysema and pneumatosis intestinalis in 
common marmosets with duodenal dilation 
syndrome. Vet. Pathol , under review.

Seki F, Yurimoto T, Kamioka M, Inoue T, Komaki Y, Iriki 
A, Sasaki E, Yamazaki Y (2024) Development of a 
non-invasive novel individual marmoset holder for 
evaluation by awake functional magnetic resonance 
brain imaging, Neurosci Meth , under review.

大塚幸生（2023）心理課題を用いた認知マップの作成
および文化人類学の資料との関連性の検討　基礎
心理学研究，第 41 巻，第 2 号，pp. 118–124.（査
読無し）

Zhou, Y., & Kawabata, H. (2023). Eyes can tell : 
Assessment of implicit attitudes toward AI art. 
i-Perception , 14(5), 20416695231209846. DOI: 
10.1177/20416695231209846

Sano, T., & Kawabata, H. (2023). A computational 
approach to investigating facial attractiveness 
factors using geometric morphometric analysis 
and deep learning. Scientific reports,  13(1), 19797. 
DOI: 10.1038/s41598-023-47084-x

Zhou, Y., & Kawabata, H. (2024). Fluent Processing 
Amplifies Affective Judgments. Experimental 
Psychology,  70(5), 285–293. DOI: 10.1027/1618-
3169/a000601

三好香次 , 川畑秀明 (2024). ダンスの美的評価に及ぼす
鑑賞者の熟達性の影響 ——総練習時間および身体

的再現可能性認知に着目して——. 日本感性工学
会論文誌 , TJSKE-D. オンライン版 . DOI: 10.5057/
jjske.TJSKE-D-23-00050

Achour-Benallegue, A., Pelletier, J., Kaminski, G., & 
Kawabata, H. (2024). Facial Icons as Indexes of 
Emotions and Intentions. Frontiers in Psychology , 
15. DOI: 10.3389/fpsyg.2024.1356237

Leder, H., Mikuni, J., Kawabata, H., & Rosenberg, R. 
(in press) Symmetry as an Inter-Cultural Feature 
Constituting Beauty: Implicit and Explicit Beauty 
Evaluation of Visual Symmetry in Japan. Empirical 
Studies of the Arts. 

Lee S. H. & Yamamoto S. (2023) The evolution of 
prestige: perspectives and hypotheses from 
comparative studies. New Ideas in Psychology, 68, 
100987. 

 https://doi.org/10.1016/j.newideapsych.2022.100987
Jardat P., Ringhofer M., Yamamoto S., Gouyet C., 

Degrande R., Parias C., Reigner F., Calandreau 
L., Lansade L. (2023) Horses form cross modal 
representations of adults and children. Animal 
Cognition , 26, 369-377. 

Gouyet C., Ringhofer M., Yamamoto S., Jardat P., Parias 
C., Reigner F., Calandreau L. & Lansade L. (2023) 
Horses cross modally recognize women and men. 
Scientific Reports, 13:3864. 

Maeda T. & Yamamoto S. (2023) Drone Observation 
for the quantitative study of complex multilevel 
societies. Animals , 13, 1911.                 

        https://doi.org/10.3390/ani13121911
Mendonca R., Maeda T., Pinto P., Inoue S., Ringhofer 

M., Yamamoto S. & Hirata S. (2023) Examining the 
effect of sociodemographic factors on feral horses’ 
social networks. Journal of Zoology.  Online first 
publication. 

Kaigaishi Y. & Yamamoto S. (2023) A report of stillbirth 
and subsequent maternal cannibalism observed 
in a free-ranging group of Japanese macaques at 
Awajishima, Japan. Primates , in press. 

Hattori, M., Kinoshita, K., Saito, A., & Yamamoto, S. 
(in press). Exogenous oxytocin increases gaze to 
humans in male cats. Scientific Reports,  14(1), 
8953. 

B02 班：認知科学・脳神経科学による認知的ニッチ構築メカニズムの解明
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Paulet J. ,  Molina A. ,  Beltzung B. ,  Suzumura T. , 
Yamamoto S., Sueur C. (2023) Deep Learning for 
Automatic Facial Detection and Recognition in 
Japanese Macaques: Illuminating Social Networks. 
arXiv :2310.06489. 

        https://doi.org/10.48550/arXiv.2310.06489   
山本真也（2023）「できる」けど「しない」チンパンジー：

認知的制約と動機的制約 . 基礎心理学研究 , 印刷中 .
山本真也、前田玉青 (2023) ドローンが明らかにする

ウマの重層社会 . 日本バイオロギング研究会会報 , 
198, 11-12.

山本真也、クリスティン・リン (2023)　霊長類の共感
性と社会的情動 . 科学 93(8): 692-696.

山本真也 (2023) 「ワイワイワイルドライフ」連載第
6 回～野生アジアゾウ研究の展望～ . モンキー
8(2):42-43.

Matsumoto Y, Konno A, Ishihara G, Inoue-Murayama 
M: Genetic dissection of behavioral traits related 
to successful training of drug detection dogs. 
Scientific Reports,  13:7326, 2023. Doi: 10.1038/
s41598-023-33638-6

Tanaka H, Nishina K, Shou Q, Takahashi H, Sakagami 
M, Matsuda T, Inoue-Murayama M, Takagishi 
H: Association between polymorphism in the 
arginine-vasopressin receptor gene (AVPR1A) and 
inequity aversion. Proceedings of the Royal Society 
B: Biological Sciences  14;290(2000):20230378, 
2023.

書籍
川畑秀明 (2024). 「精神（脳・睡眠）『脳』」第 2 章 アン

チエイジング医学の基礎 . 宮地良樹ら（編）最新美
容皮膚科学大系，第３巻「アンチエイジングとス
キンケア」pp, 67-73.

日本霊長類学会編 .(2023). 霊長類学の百科事典 , 丸
善 出 版 . ( 齋 藤 亜 矢・ 服 部 裕 子「 霊 長 類 に お け
る 芸 術： 描 画 と 音 楽 」pp.340-341) . ISBN：
9784621308042

蓮 沼 昌 宏 .(2023). BankART Over 35/ 2023 蓮 沼 昌 宏 
HASUNUMA Masahiro ( 齋藤亜矢「ささやかな物語
の生まれる場所」pp.04-05) 

内海健・古川聖・大谷智子編著 (2024) アートをひらく :
東京藝術大学「メディア特論」講義 I, 福村出版 .  ( 齋
藤亜矢「「芸術の起源」の現在と未来」pp.68-87) . 
ISBN：9784571410741

高田マル (2024) 祈りの言葉は向かって行く線、今日も
同じかたちをしている朝の挨拶 . 絵画検討社 .  ( 齋
藤亜矢「高田マル個展「向かっていく線、朝の挨
拶」への応答：描くことをひもとく」pp.20-25) . 
ISBN：9784991137525 

山本真也（2023）2 項目担当執筆（「向社会性の認知基
盤」・「教育行動の萌芽と進化」）. 日本霊長類学会

（編）：霊長類学の百科事典 . 丸善出版
山本真也（2023）集団における社会的認知 . 板倉昭二

（編）：比べてわかる心の発達：比較認知発達科学
の視点 . 有斐閣 .

山本真也（2023）「ヒトとは何か」を探る動物研究 . 河
出書房新社（編）：最前線に立つ研究者１５人の白
熱！講義　生きものは不思議 . 河出書房新社 . pp. 
268-283.

山本真也（印刷中）2 項目（「コミュニケーション」・「研
究手法：ドローン」）担当執筆 . 日本哺乳類学会（編）：
哺乳類学の百科事典 . 丸善出版

発表・講演
（招待）
Ir ik i  A ,  I l lus ion  o f  Contro l ,  Inv i ted  Speaker , 

“Neurobiological mechanisms towards cognitive 
evolution of Homo Sapiens.” Stockholm, Sweden (17 
May, 2023).

Iriki A, 9th Asian Federation of Laboratory Animal 
Science Associations (AFLAS) Congress 2023, 
Invited Symposium Lecturer, “NHP Models in 
Neuroscience Research” Jeju, Korea (15 September, 
2023).

Iriki A, 4th Meeting of the Cercle de la Fondation 
France-Japon de l’EHESS on Society 5.0: What Role 
of Social Sciences and Humanity for Innovation. 
Invited Speaker, “Co-Evolution of Brain, Culture 
&Technology.” Tokyo, Japan (16 October, 2023).

Iriki A, AALAS (American Association for Laboratory 
Animal Science) National Meeting, Organizer 
and Invited Panel, “International Perspectives 
and  Cons idera t ions  for  Hous ing  o f  Non-
Human Primates, A Perspective from Japan: 
‘Natural Laboratory Complex’ for novel primate 
neuroscience” Salt Lake City UT, USA (22-26 
October, 2023).

Iriki A, Workshop on Quantum-like Revolution 2023, 
Invited Speaker, “Potential of quantum computing 
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for the study of humanities – philosophy, history, 
literature”, Kyoto, Japan (1-2 November, 2023).

Iriki A, Workshop on “Quantum-like Modeling” in 
Biology, Cognitive & Social Sciences. Organizer and 
Moderator, Wako, Japan (26 January, 2024).

川畑 秀明 (2023)．アートと美を感じる心の働きとその
脳内基盤 . 日本感性工学会感性モデリング研究会

（招待講演）
齋藤亜矢 .(2023). 講演・ワークショップ「ひとはなぜ、

芸術するのか？：認知科学の視点から」. コドモと
オトナ：芸術文化による学びの循環プロジェクト・
CO ドモチョウナイカイ」. 東京 , 2023/6/17. ( 招待 ) 

齋藤亜矢 .(2023). 想像する心の起源 : ヒトはなぜ絵を描
くのか . 京都国際社会福祉センター治療教育講座 , 
京都 , 2023/7/11, 7/18. ( 招待 ) 

齋藤亜矢 . (2023). 芸術するこころの源流 . 第 72 回日本
美術教育学会学術研究大会 , 岐阜 , 2023/8/11. ( 招
待 ) 

齋藤亜矢 .(2023). 東京藝術大学大学院美術解剖学特別講
義 , オンライン , 2023/10/18. ( 招待 ) 

齋藤亜矢 , 小町谷圭 .(2023). 洞窟壁画の描画実験のため
の VR コンテンツの作成 , 出ユーラシアの統合的人
類史学第 10 回全体会議 , オンライン ( ポスター発
表 ), 2024/3/1-3/3.

齋藤亜矢 .(2023). アートとこころ . おうてもん心理職リ
カレントセミナー ( 臨床発達心理士、学校心理士資
格更新研修会 ) , オンライン , 2024/3/30. ( 招待 ) 

Shinya Yamamoto. Investigation on the evolution of 
humanity: through comparative animal research. 
Yonse University-Kyoto University Summer 
Program (15 September 2023, Kyoto)

山本真也、ナチケータ・シャルマ . ヒトと動物のよりよ
い共生社会の実現に向けて、基礎科学研究者に何
ができるか～アジアゾウを例に～ . 第 25 回 SAGA
シンポジウム（2023 年 10 月 21 日、秋田県立大学；
オンライン参加）

山本真也 . 「できる」けど「しない」チンパンジー：認
知的制約と動機的制約 . サイエンスカレッジ（2023
年 11 月 21 日、京都大学）

学会
山﨑由美子（2024）. マーモセットの生態に沿った食餌

導入と健康管理の取り組み . ジビエペットフード需
要拡大に向けたシンポジウム - 鹿肉 & 昆虫ペット
フードの可能性 - （松本 , 2 月 9 日）.

山﨑由美子・守屋 繁春・川原井 晋平・森田 英利・菊水 
健史・入來 篤史 (2024). 短期間の昆虫食強化によ
る飼育下マーモセットの腸内細菌叢と転写産物の
変化 . 第 13 回日本マーモセット研究会 （東京 , 2 月
20-21 日）.

Ueda, Y., Sun, H., & Saiki, J. “Cultural Variations in 
Moral Dilemma Judgment through Multinomial 
Processing Tree Model,” 33rd International 
Congress of Psychology. (Abstract accepted)

Ueda, Y., Tsai, C.-C., Takebayashi, H., Saiki, J., & Yeh, 
S.-L. “Cross-Cultural Variations in Visual Search: 
Exploring Attention Deployment Strategies and 
Novel Priming on Search Asymmetry,” Vision 
Sciences Society 24th Annual Meeting, St. Pete 
Beach, USA. (Abstract accepted)

Saiki, J. “Perceptual span can explain stimulus-specific 
cultural differences in visual search,” Vision 
Sciences Society 23rd Annual Meeting, St. Pete 
Beach, USA, May 2023.

大石貴矢・岡部伊織・楊暁光・濵中祥弘・川畑秀明・水
越興治 (2023). 顔画像の解像度間で生じる魅力評定
値の差に関連する顔の三次元特徴 . 

岡部伊織 , 大石貴矢 , 濱中祥弘 , 楊暁光 , 水越興治 , 津田
裕之 , 川畑秀明 (2023). 実際の視環境を模した高解
像度顔画像を用いた脳波によるヒト魅力認知の探
求 . 第 25 回日本感性工学会大会 1A01-05.

大石貴矢 , 岡部伊織 , 濱中祥弘 , 楊暁光 , 水越興治 , 津田
裕之 , 川畑秀明 (2023). 実際の視環境を模した高解
像度顔画像を用いた脳波によるヒト魅力認知の探
求 . 第 25 回日本感性工学会大会 1A01-06.

川畑秀明 , 田中美苗 , 石橋響子 (2023). 高齢者に対する
対話型美術鑑賞の認知的効用：鑑賞の方法論の違
いに着目した予備的検討 . 第 25 回日本感性工学会
大会 1A02.

佐野 貴紀 , 川畑 秀明 (2023)．計算論的抽出と視線計測
による顔印象要因の検討 . 第 25 回日本感性工学会
大会  2E02-05.

Jun Shi, Yizhen Zhou, Takanori Sano, & Hideaki 
Kawabata (2024). How Active Engagement in Art 
Appreciation can Impact on Feeling of Beauty? The 
10th International Symposium on Affective Science 
and Engineering (ISASE 2024), PM-1A-05.

Shiyun Yang, Jun Shi, & Hideaki Kawabata (2024). How 
Active Engagement in Art Appreciation can Impact 
on Feeling of Beauty? The 10th International 
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横山ちひろ、武田千穂、川﨑章弘、松本勇輝、林拓也、
橋彌和秀、孟憲巍、小林洋美、八鍬聖、井上－村
山美穂：マカクザルのヒト視線方向に反応するコ
ミュニケーション行動と遺伝子多型　日本霊長類
学会　2023 年 7 月、神戸

八鍬聖、横山ちひろ、林　拓也、武田千穂、川﨑章弘、
Alexander Weiss、井上－村山美穂：コモンマーモ
セットにおける脳の構成成分の代謝遺伝子の多型
とパーソナリティの関連　日本霊長類学会　2023
年 7 月、神戸

Chika Zemmoto, Minori Arahori, Yuki Matsumoto, 
Miho Inoue-Murayama: An investigation of dog 
behavioral traits ans their genetic underpinnings 
キルギスアカデミーシンポジウム　2023 年 9 月、
ビシュケク、キルギス

Yume Okamoto, Madoka Hattori, Minori Arahori, Miho 
Inoue-Murayama: Factors that relate to cats’ 
behavior: assessing the relationship between 
polymorphism in the oxytocin receptor gene and 
behavior questionnaire results. 日本動物心理学会
2023 年 10 月、上野原

岡本優芽（京大院・理）・服部円（京大院・理）・村山美
穂（京大・野生動物）ネコ（Felis catus）の行動特
性とアンドロゲン受容体遺伝子型の関連．日本動
物行動学会 2023 年 11 月、京都

村山美穂：家畜化によるヒトと動物の関係変容に伴う性
格関連遺伝子の変化．出ユーラシアの統合的人類
史学・文明創出メカニズムの解明　第 10 回全体会
議　2024 年 3 月、岡山

村山美穂、藤原摩耶子、佐藤悠：ゲノムと生殖細胞に
よる野生動物保全の取り組み．動物園水族館大学
2024 年 3 月、京都

岡本優芽、服部円、井上 - 村山美穂：ネコ（Felis catus）
のゴロゴロ音は生まれつき？ −アンドロゲン受
容体遺伝子の解析から−．ヒトと動物の関係学会
2024 年 3 月、東京

アウトリーチ他
大塚幸生・上田祥行・齋木　潤 (2024). 実行機能の地域

差：ストループテストの効果量を用いたメタ分析　
新学術領域研究「出ユーラシアの統合的人類史学 -
文明創出メカニズムの解明 -」第 10 回全体会議（オ
ンライン）

上田祥行・孫懐韜・齋木潤．(2024). 多項処理木モデリ
ングによる道徳的ジレンマ判断における文化差の

検 討 . Technical Report on Attention & Cognition 
2024, 16.

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：ごまめの歯ぎしり . 京
都新聞 2023 年 4 月 27 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：こわくない話 . 京都新
聞 2023 年 6 月 29 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：絵がうまい人 . 京都新
聞 2023 年 9 月 7 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：洞窟の音のかたち . 京
都新聞 2023 年 11 月 6 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：AI とアート . 京都新聞 
2024 年 1 月 15 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：母の日記 . 京都新聞 
2024 年 3 月 25 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 不変を見つめる ( 展覧会レビュー：杉
本博司　春日神霊の御生　御蓋山そして江之浦 ) . 

『月刊アートコレクターズ』 (2023 年 5 月号 ) 170：
130-131. 生活の友社 ,2023 年 4 月 25 日 . ISBN：
4910113990531

齋藤亜矢 .(2023). 手が生み出す ( 展覧会レビュー〈跳躍
するつくり手たち：人と自然の未来を見つめるアー
ト、デザイン、テクノロジー〉) 『月刊アートコレ
クターズ』 (2023 年 8 月号 ) 173：102-103. 生活
の友社 . ISBN: 4910113990937

齋藤亜矢 .(2023). くぼみのなかみ ( 展覧会レビュー〈富
永愛子－海をよむ〉) . 『月刊アートコレクターズ』 
(2023 年 11 月 号 ) 176：136-137 生 活 の 友 社 . 
ISBN:4910113991132

齋藤亜矢 .(2023). 画家の目 ( 展覧会レビュー〈ここへ
きてやむに止まれぬサンサシオン . ジャムセッショ
ン : 石橋財団コレクション×山口晃〉)『月刊アー
トコレクターズ』(2024 年 2 月号 ) 179：138 －
139. 生活の友社 . ISBN:4910113990241

齋藤亜矢 .(2023). NHK「チコちゃんに叱られる」拡大
版 SP ！ . NHK 総合 2023/5/12 放送 (「なんで人
間だけが絵を描けるの？」解説 ) 

齋藤亜矢 .(2023). 絵がうまい人とうまくない人の違いは
なんですか？『子供の科学』2023 年 9 月号 1049: 
44. 誠文堂新光社 . ISSN1345-8825

村山美穂：遺伝情報を活用して野生動物を絶滅から守る．
日本学術会議近畿地区シンポジウム：女性の活躍
から未来を考える．2023 年 9 月、京都

村山美穂、岡本優芽：ネコの毛色と性格には関連があっ
た⁉ みらいら（日本生命保険相互会社）10 月号

＊＊＊
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論文
Seguchi N and Best K. 2024. Short time, big impacts: 

lessons, legacies, and future directions based on 
the work of Stephen D. Ousley. In Machines are 
Winning: Festschrift in Honor of Stephen D. Ousley 
(1961-2022). Forensic Anthropology (Forensic 
Anthropology Vol.7, Nos. 2-3:1-7.), University of 
Florida Press. DOI: 10.5744/fa.2023.0027

瀬口典子  2024.　Ending remarks：コメント【シンポ
ジウムの記録・8】国際シンポジウム「まじゅん、
語やびら !!——世界の遺骨返還問題と脱植民地化を
考える」アイヌ・先住民研究　第 4 号 p.253-254. 
Aynu teetawanoankur kanpinuye (4) p. 253-254.
ISSN 2436-1763, DOI 10.14943/Jais.4.255.

Seguchi N.“Pacific Paradox” Revisited: Using Osteometric 
Data. Ethical Considerations. 2024. In Proceedings 
of an International Conference in Hawaiʻi, the USA 
March 02-03, 2023 “Trekking Shores, Crossing 
Water Gaps, and Beyond: Maritime Aspects in the 
Dynamics of "Out of Eurasia" Civilizations.”  Goto A., 
Matsumoto N, (Eds). Okayama University.

Seguchi N. Loftus JF III, Yonemoto S, Murphy MM. 2023. 
Investigating intentional cranial modification: A 
hybridized two-dimensional/three-dimensional 
study of the Hirota site, Tanegashima, Japan. PLOS 
ONE , August 16, 2023. 18(8), e0289219. https://
doi.org/10.1371/journal.pone.0289219

Kambale Mathe Mowa Paul, Shirley V Simpson, Sabin 
S Nundu, Hiroaki Arima, Taro Yamamoto. 2024． 
Genetic diversity of glutamate-rich protein 
(GLURP) in Plasmodium falciparum isolates 
from school-age children in Kinshasa, DRC. 
Parasitol Int . 100:102866, 2024. doi: 10.1016/
j.parint.2024.102866

Shinsaku Inomata, Hiroaki Arima, Takahiro Fukuda, 
Hiroki Ozawa, and Taro Yamamoto. 2024．
Smoking and diabetes cause telomere shortening 
among alcohol use disorder patients. Sci Rep . 14: 
4701, 2024 doi: 10.1038/s41598-024-55195-2

Mizuno F, Taniguchi Y, Kondo O, Hayashi M, Kurosaki 

K, and Ueda S. 2023.Diversity in matrilineages 
among the Jomon individuals of Japan.  Annals of 
Human Biology  50 (1) ：324 -331 , 2023．DOI: 
10.1080/03014460.2023.2224060

Mizuno F, Tokanai F, Kumagai M, Ishiya K, Sugiyama 
S, Hayashi M, Kurosaki K, and Ueda S. 2023.
Bioarchaeological study of ancient Teotihuacans 
based on complete mitochondrial  genome 
sequences and diet isotopes..Annals of Human 
Bio logy  50 (1)  ：390 -398 ,  2023　DOI : 
10.1080/03014460.2023.2261844

松永昌宏、清水暢子、梅村朋弘、冨成祐介、山田恭子、
坪内善仁、本多伸行、長谷川昇、加藤真弓、望月
美也子、石井敬子、堀礼子、若山怜、成定明彦、
坪井宏仁、鈴木孝太．2023. 音楽運動療法とパルス
温熱療法の併用が高齢者の認知機能に与える影響．
BIO Clinica, 38(5): 69-72. 

Matsunaga, M., Ohtsubo, Y., Masuda, T., Noguchi, 
Y., Yamasue, H., Ishii, K. 2023. Exploratory 
research on genetic polymorphisms associated 
with positive empathy and trait forgivingness 
among the Japanese. Neuro Endocrinol Lett. 
44(8):506-516. https://www.nel.edu/userfiles/
articlesnew/1703274784_44_8_matsunaga_506-
pdf.pdf

Lee, H., Masuda, T., Ishii, K., Yasuda, Y., & Ohtsubo, 
Y. 2023. Cultural influences on daily stress 
experiences: Perception of interpersonal vs. non-
interpersonal situations among European-Canadian 
and Japanese undergraduate students. Personality 
and Social Psychology Bulletin,  49, 571-584. 
10.1177/201461672211070360．

Luca Nishimura, Akio Tanino, Mayumi Ajimoto, 
Takafumi Katsumura, Motoyuki Ogawa, Kae 
Koganebuchi, Daisuke Waku, Masahiko Kumagai, 
Ryota Sugimoto, Hirofumi Nakaoka, Hiroki Oota, 
Ituro Inoue. 2024. Metagenomic analyses of 7000 
to 5500 years old coprolites excavated from 
the Torihama shell-mound site in the Japanese 
archipelago. PloS ONE 19(1) e0295924, 2024, 
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DOI: 10.1371/journal.pone.0295924
Takayuki Nishimura, Midori Motoi, Hideo Toyoshima, 

Fumi Kishida, Sora Shin, Takafumi Katsumura, 
Kazuhiro Nakayama, Hiroki Oota, Shigekazu 
Higuchi, Shigeki Watanuki, Takafumi Maeda. 2023. 
Endocrine, inflammatory and immune responses 
and individual differences in acute hypobaric 
hypoxia in lowlanders. Scientific Reports  13(1) 
12659-12659, 2023, DOI: 10.1038/s41598-023-
39894-w．

Shimada, M. 2023. Splicing modulators are involved 
in human polyglutamine diversification via 
protein complexes shuttling between nucleus and 
cytoplasm. International Journal of Molecular 
Sciences  24(11) 9622.

嶋田　誠 （投稿中 ). 書評 : 太田 博樹 著『古代ゲノムか
ら見たサピエンス史』吉川弘文館 2023 年 1 月刊、
霊長類研究 .

Ishida, Y., Matsushita, M., Yoneshiro, T., Saito, M., Fuse, S., 
Hamaoka, T., Kuroiwa, M., Tanaka, R., Kurosawa, Y., 
Nishimura, T., Motoi, M., Maeda, T., & Nakayama, 
K. (2024). Genetic evidence for involvement of 
β 2-adrenergic receptor in brown adipose tissue 
thermogenesis in humans. International Journal of 
Obesity, 10.1038/s41366-024-01522-6. 48, pages 
1110–1117 (2024) 

        https://doi.org/10.1038/s41366-024-01522-6
Xia, T., & Nakayama, K. 2023. Signatures of adaptation 

in myopia-related genes on the sunlight exposure 
hypothesis. Journal of Physiological Anthropology,  
42(1), 25. https://doi.org/10.1186/s40101-023-
00341-4

Sugiyama, Nawa. 2023. El Águila Real en Teotihuacan: 
Portadora del Sol. Arqueologia Mexicana  182:34-
39. 

書籍・図書
瀬口典子　2023.　はじめに．特集 古代ゲノム学と医学

の交差点．企画 & 序文　瀬口典子．医学のあゆみ
Vol. 286. No. 4.2023．7.22. p.247. 医歯薬出版

太田博樹　2023．古代ゲノム学と進化医学．特集 古代
ゲノム学と医学の交差点 . 医学のあゆみ Vol. 286. 

No. 4.2023．7.22. p.249-253. 医歯薬出版
長岡朋人 2023. 感染症学と古代ゲノム学の接点─古人

骨研究の視点 . 特集 古代ゲノム学と医学の交差点 . 
医学のあゆみ Vol. 286. No. 4.2023．7.22. p.255-
258. 医歯薬出版

中山一大・夏添  2023.　添古代から現代へと受け継が
れてきた生活習慣病遺伝子 . 特集 古代ゲノム学と
医学の交差点 . 医学のあゆみ Vol. 286. No. 4.2023．
7.22. p.259-263. 医歯薬出版

木村亮介 2023. 古代人ゲノムからの表現型復元 . 特集 
古代ゲノム学と医学の交差点 . 医学のあゆみ Vol. 
286. No. 4.2023．7.22. p.274-277. 医歯薬出版

水野文月 2023. 狩猟採集から農耕への生業変化─その
ダークサイドを考える . 特集 古代ゲノム学と医学
の交差点. 医学のあゆみVol. 286. No. 4.2023．7.22. 
p.278-281. 医歯薬出版

水野文月、松下真実  2024. 分担執筆　遺骸と科学分
析 2 - 沖縄県南城市神座原古墓群の人骨分析から -.  

『近世大名家　墓の形成と背景』雄山閣 235-263.
ISBN 9784639029663

Fujita M, Mizuno F, Yamasaki S. 2024. 分担執筆
     Prehistoric migration of Homo sapiens in the  

Ryukyu Islands.  The Prehistory of  Human 
M i g r a t i o n  -  H u m a n E x p a n s i o n ,  M a t e r i a l 
Culture, and Resource Use in Maritime Asia.  
IntechOpen  DOI: 10.5772/intechopen.114327

嶋田誠 2023.  グエノン類 . 日本霊長類学会（編）『霊長
類学の百科事典』丸善出版 . pp62-63

嶋田誠 2023. ヒヒ類 . 日本霊長類学会（編）『霊長類学
の百科事典』丸善出版 .pp. 63-64

Freidel, David A, Saburo Sugiyama, and Nawa Sugiyama. 
2024.  The Ideas and Images of Cities and Centers: 
Teotihuacan and the Lowland Maya. In The 
Materialization of Time in the Ancient Maya World: 
Mythic History and Ritual Order, edited by Jerry 
Murdock, Anne S. Dowd, Arlen F. Chase Chase, and 
David A. Freidel, pp. 433–459. University Press of 
Florida, Gainesville.

Sugiyama, Nawa, Saburo Sugiyama. 2023.  メ キ シ コ、
テオティワカンで発見されたクモザルが意味す
る も の (The Significance of the Spider Monkey 
Discovered at Teotihuacan, Mexico). News Letter 出
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ゆーらしあ (Out of Eurasia News Letter) 3:4-6.
Sugiyama, Nawa. 2023.  Revisiting “Mesoamerica’s 

Classic Heritage”: Updates from Teotihuacan. In 
When East Meets West: Chichen Itza, Tula, and the 
Postclassic Mesoamerican World, edited by Travis 
W. Stanton, Karl A. Taube, Jeremy D. Coltman, 
and Nelda I. Marengo Camacho, pp. 33-40. BAR 
Publishing, Oxford.

Sugiyama, Nawa, Saburo Sugiyama, and Luis Rogelio 
Rivero Chong. 2023.  Proyecto Complejo Plaza 
de las Columnas, Teotihuacan: Informe Parcial de 
la Sexta Temporada 2022. Site report submitted 
and approved by the Archivo Técnico del Instituto 
Nacional de Antropología e Historia, Mexico, DF, 
648 pages.

学会発表
国際会議
Seguchi N. Yonemoto S. Loftus JF. 2023. The Kyushu 

University Museum skeletal  col lect ion 3D 
surface scan Sharing Project and related ethical 
considerations. The 92nd Annual meeting of 
American Association of Biological Anthropologists. 
April 3-4 (virtual), April 19-22, 2023, Reno Nevada.

Hasuda N. Seguchi N. 2023. Analysis of Fluctuating 
Asymmetry of mandibular morphology using 
interlandmark distances and landmdark-based-
3DGM: A study on 3D mesh models of Japanese 
human remains from the 19th and 20th centuries. 
The 92nd Annual meeting of American Association 
of Biological Anthropologists. April 3-4 (virtual), 
April 19-22, 2023, Reno Nevada.   

AABA Invited Symposium “Archiving and Sharing 
Craniofacial data: from 1D to 3D and beyond”　
Organizers: Seguchi, Noriko and Ousley, Stephen. 
Chair: Seguchi, Noriko. The 92nd Annual Meeting 
of  the American Associat ion of  Biological 
Anthropologists. April 3-4 (virtual), April 19-22, 
2023, Reno, Nevada.   

Kim J, Mizuno F, Naka I, Matsushita M, Matsushita T, 
Ueda S, Kurosaki K, Ohashi J.　Genetic Analysis 
of a Yayoi Individual from the Doigahama Site 

Provides Insights into the Origins of Immigrants to 
the Japanese Archipelago. 日本人類遺伝学会第 68
回大会　Human Genetics Asia 2023 合同開催　第
14 回アジアパシフィック人類遺伝学会 （APCHG）
第 22 回 東 ア ジ ア 人 類 遺 伝 学 会 連 合（EAUHGS),  
2023　

Takayuki Nishimura, Midori Motoi, Hideo Toyoshima, 
Fumi Kishida, Sora Shin, Takafumi Katsumura, 
Kazuhiro Nakayama, Hiroki Oota, Shigekazu 
Higuchi, Shigeki Watanuki, Takafumi Maeda. 
Physiological responses and individual differences 
in acute hypobaric hypoxia in Japanese lowlander. 
The 16th International Congress of Physiological 
Anthropology (2023)

Hanako Miwa，Jun Ohashi 2023. History of non-
Afr ican human populat ions inferred from 
introgressed archaic variants. Human Genetics Asia 
2023，October 11-14, 2023（Tokyo, Japan）

Ishida, Y., Matsushita, M., Yoneshiro, T., Saito, M. & 
Nakayama K. Are genes under positive selection in 
high latitudes associated with brown adipose tissue 
activity in East Asians and contributing to cold 
adaptation? 2023. 16th International Congress of 
Physiological Anthropology, University Malaysia of 
Sabah, Kota Kinabalu, Sabah, Malaysia, 2023/9/7,

Xia, T. & Nakayama, K. 2023. Decomposing polygenic 
adaptation of myopia on the sunlight exposure 
hypothesis, 75th Annual Meeting of American 
Society of Human Genetics, Walter E. Washington 
Convent ion Center,  Washington DC,  USA, 
2023/11/2

Sugiyama Nawa. 2023. Maya-Teotihuacan Updates from 
Plaza of the Columns Complex, Teotihuacan. Paper 
presented at the Being Maya: Identity, Ontology, 
Agency Workshop, Santa Fe Institute, New Mexico, 
November 29-December 1st, 2023. 

Sugiyama Nawa. 2023.  Proyecto Complejo Plaza de 
las Columnas. Invited speaker for the symposium, 
“Homenaje Póstumo al Profe Rubén Cabrera Castro, 
60 Años en la Investigación de Teotihuacan”, 
Instituto Nacional de Antropología e Historia, 
Archaeological Park of  Teotihuacan, Mexico, 
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August 23rd, 2023. 
Sugiyama Nawa. 2023. Animal Matter In Sovereignty 

Formation at Teotihuacan. Invited presentation at 
the International Conference on The Creation of 
Royalty Out of Eurasia: Exploring the Emergence 
of Transcendent Power, organized by Naoko 
Matsumoto and Saburo Sugiyama, Tokyo, Japan, 
June 30- July 2, 2023.

Sugiyama Nawa. 2023.  Corporal Animal Forms as 
Ritualized Bodies in Burial 5, Moon Pyramid, 
Teotihuacan. Paper presented at the 88th Annual 
Meeting of the Society for American Archaeology, 
Portland, March 29th-April 2nd, 2023.

Sugiyama Nawa. 2023.  The Matter of Corporeal Animal 
Forms and Imperial Formations at Teotihuacan. 
Paper presented at the Southern California 
Mesoamerica Network meeting. San Bernardino, 
California, March 4th, 2023.

国内会議
瀬口典子「脱人種主義、脱植民地主義時代の生物人類学」

アジア共同体論、東亜大学、下関市　2023 年 11
月 23 日 .　招聘講義

蓮田賀子、瀬口典子　近世の九州における口腔衛生状況
の集団差の検討　第 77 回日本人類学会大会、東北
大学　2023 年 10 月 7-9 日

瀬口典子 2023. シンポジウム・エンディングコメント．
国際シンポジウム「まじゅん、語やびら !!——世界
の遺骨返還問題と脱植民地化を考える」沖縄県立
博物館美術館、2023 年 7 月 9 日

五十嵐由里子、金子美泉、貴田宇宙、塚原晴彦、内木場
文男、榊実加、近藤信太郎　転移学習を用いた人
工知能による小臼歯の歯種鑑別	 第 129 回日
本解剖学会総会・全国学術集会 2024 年 3 月 23 日

五十嵐由里子、貴田宇宙、塚原晴彦、金子美泉、榊実加、 
内木場文男、近藤信太郎．　AI による下顎小臼歯
の鑑別　日本大学特別研究成果報告シンポジウム 
2024 年 2 月 27 日 

貴田宇宙、塚原晴彦、五十嵐由里子、近藤信太郎、内木
場文男、金子美泉、抜去歯画像を用いた下顎小臼
歯鑑別 AI の開発　　日本大学医工連携シンポジウ
ム 2023 2023 年 12 月 15 日

貴田宇宙、塚原晴彦、五十嵐由里子、近藤信太郎、内木
場文男、金子美泉．大臼歯の画像認識に有効な特
徴量の検討　第 67 回日本大学理工学部学術講演会 
2023 年 11 月 30 日 

貴田 宇宙、塚原 晴彦、五十嵐 由里子、近藤 信太郎、内
木場 文男、金子 美泉．先史学・法歯学における歯
科情報採取の迅速化に向けた単独歯歯種鑑別 AI の
開発  IEEE 計測・計量東京支部 / 日本支部合同会議 
2023 年 11 月 9 日

五十嵐 由里子、香川 幸太郎、水高 将吾、清水 邦夫．縄
文時代の人口構造 ―年齢構成と出生率―　第 77
回日本人類学会大会 2023 年 10 月 8 日

五十嵐由里子、金子美泉、内木場文男、近藤信太郎．転
移学習を用いた人工知能による小臼歯の歯種鑑別	
第 65 回歯科基礎医学会学術大会 2023 年 9 月 17
日

松野昌展、榊実加、五十嵐由里子．標本室所蔵の液浸標
本の 3D 画像化の検討　第 23 回日本大学口腔科学
会学術大会 2023 年 9 月 3 日

五十嵐由里子 人骨の分析から推定できる階級差　出
ユーラシアにおける王権の創成・超域的力出現の
メカニズム 2023 年 7 月 1 日

水野 文月、門叶 冬樹、熊谷 真彦、石谷 孔司、林 美千子、
杉山 三郎、植田 信太郎、黒崎 久仁彦 古代メキシコ、
テオティワカン遺跡出土古人骨をもちいた科学分
析 .　日本 DNA 多型学会第 32 回学術集会 , 2023

栗山 佑基、水野 文月、中 伊津美、佐宗 亜衣子、奈良 貴史、
舟橋 京子、米元 史織、松下 真実、松下 孝幸、山田 孝、
林 美千子、黒崎 久仁彦、植田 信太郎、大橋 順 江
戸時代におけるヒト口腔内細菌叢の解析 .  第 77 回
日本人類学会大会 , 2023　

水野 文月、中 伊津美、谷口 康浩、近藤 修、大橋 順、
黒崎 久仁彦、植田 信太郎： 居家以岩陰遺跡出土
人骨の核ゲノム分析　第 77 回日本人類学会大会 ,  
2023　

佐宗亜衣子、水野文月、植田信太郎 長岡藩牧野家の歯
と顎骨にみられる病理痕と歯石について．日本考
古学協会第 89 回（2023 年度）総会 , 2023　

松永昌宏、石井敬子、大坪庸介、野口泰基、山末英典．
孤独感と友人関係の価値判断との関連は自律神経
機能により修飾される．日本心理学会第 87 回大会

（神戸国際会議場）
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松永昌宏、石井敬子、大坪庸介、野口泰基、山末英
典．Association between peripheral physiological 
functions and subjective happiness, loneliness, and 
depressive symptoms.　第 101 回日本生理学会大
会（北九州国際会議場）．

石井敬子、松永昌宏、増田貴彦、野口泰基、山末英典、
大坪庸介 (2023). オキシトシン受容体 (OXTR) 遺伝
子多型、規範の強さ、道徳基盤との関連 . 日本社会
心理学会第 63 回大会 ( 上智大学 ).　

加賀ひかり、山下萌絵、渡部遼馬、平山明由、金井昭夫、
曽我朋義、奥山輝大、勝村啓史、大久保範聡、内
田康雄、安齋賢、竹内秀明．メダカにおいて脳バ
リアーシステム特異的に発現する hpdb 遺伝子（hpd
パラログ遺伝子）はヒエラルキー形成と脳内フェ
ニルアラニン代謝に必須である．第 46 回日本神経
科学大会 2023

大門将寛、勝村啓史、坂本浩隆、安齋賢、竹内秀明．性
経験のないオスメダカとメスのペアでは性経験依
存にオスとメスの両方の性的活性が高まる．第 46
回日本神経科学大会 2023

林瑞生、西村貴孝、中山一大、有馬弘晃、太田博樹、小
川元之、勝村啓史．低圧低酸素環境で誘導される
発現変動遺伝子から探るヒト高地順化の分子メカ
ニズム．日本進化学会第 25 回大会 2023

片岡新、五十嵐耀、鹿野雄一、小川元之、勝村啓史．
ゲノム多様性解析による南西諸島メダカの集団構
造とその集団史推定．日本進化学会第 25 回大会
2023

木村文昭、尾田正二、笠原麗美、秋山辰穂、太田博樹、
小川元之、竹内秀明、勝村啓史．ApoEb と新奇性
追求の関連性の調査：メダカ（Oryzias latipes）に
おける ApoEb 関連行動及びその遺伝的変異の検討．
日本進化学会第 25 回大会 2023

林瑞生、西村貴孝、中山一大、有馬弘晃、太田博樹、小
川元之、勝村啓史．低圧低酸素への反復暴露によ
る発現変動遺伝子群の同定．第 77 回日本人類学会
大会　2023

秋山辰穂、笠原麗美、尾田正二、小川元之、勝村啓史．
メダカ地域集団のオプシン遺伝子多様性からヒト
色覚多型の進化的意義を探る．第 77 回日本人類学
会大会　2023

木村文昭、尾田正二、笠原麗美、秋山辰穂、太田博樹、

小川元之、竹内秀明、勝村啓史．ApoEb が関連す
る新奇性追求行動解析とその遺伝的変異探索．第
77 回日本人類学会大会（2023）

勝村啓史、佐藤克、山下佳那、尾田正二、覚張隆史、田
中翔大、藤谷和子、西槇俊之、今井正、吉浦康寿、
武島弘彦、橋口康之、関田洋一、三谷啓志、小川元之、
竹内秀明、太田博樹．エピジェネティック修飾サ
イトの消失がメダカ消化管長の可塑性主導進化を
促進する．第 46 回日本分子生物学会年会 2023

勝村啓史、小川元之．野生メダカ集団における遺伝的多
様性とエピジェネティック多様性．第 128 回日本
解剖学会総会・全国学術集会 2024

嶋田　誠  2023. ヒトのニッチ構築と環境の相互作用：
人口論モデルの実証的研究を目指して . 文部科学省 
科学研究費助成事業 新学術領域研究『出ユーラシ
アの統合的人類史学 ―文明創出メカニズムの解明
―』第 10 回全体会議 . 岡山、2024/3/1-3.

嶋田　誠 2023. 人類進化におけるニッチ構築について
の実証的研究をめざして . 「出ユーラシアの統合的
人類史学 - 文明創出メカニズムの解明 -」第 8 回全
体会議（オンライン）、2023/1/7

嶋田　誠、伊藤 結香 2023. ポリグルタミン病 SCA1 責
任反復多型における中間型仮説の世界規模で有効
性、日本遺伝学会 第 95 回大会、くまもと県民交
流館パレア , 2023/9/5-8

嶋田　誠、伊藤 結香、福村 和宏、前田　明 2023. 人
類特有のポリグルタミン病の起源とリスクを探る、
第 55 回藤田医科大学医学会学術大会、藤田医科大
学 , 2023/10/26-29

三輪華子、大橋順  2023. 旧人由来候補変異密度を用い
た非アフリカ人集団の集団史に関する検討 . 第 77
回日本人類学会大会（2023 年 10 月 7-9 日），東北
大学星陵キャンパス（宮城・仙台）（口頭発表）

アウトリーチ
嶋田　誠 2023. 遺伝子に刻まれた人類の一大特徴、多

様性 . 知立市生涯学習推進講座「知を立てる講座」. 
2023/9/10

メディア掲載　Media coverage
Sugiyama Nawa  2024.  Unearthing the Mysteries of 

Teotihuacan, UCR News (https://news.ucr.edu/ucr-
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magazine/winter-2024/unearthing-the-mysteries-
of-teotihuacan) February 20, 2024.

Sugiyama Nawa  2023.   Destacan labor de arqueólogo 
japonés en Teotihuacan, La Jornada (Mexico). 
(https://www.jornada.com.mx/notas/2023/08/23/
cultura/destacan-labor-de-arqueologo-japones-en-
teotihuacan/) August 27, 2023. 

以 下、Seguchi N,  Loftus JF III, Yonemoto S, Murphy 
MM. 2023. “Investigating intentional cranial 
modification: A hybridized two-dimensional/three-
dimensional study of the Hirota site, Tanegashima, 
Japan” のメディア掲載リスト

1. https://metro.co.uk/2024/04/12/ancient-japanese-
people-intentionally-deformed-the-skulls-of-babies-
1800-years-ago-11622987/   2024 年 4 月 12 日

2. Il y a 1 800 ans, cet ancien peuple japonais déformait 
intentionnellement le crâne des nourrisons

     https://dailygeerkshow.com/ancient-japanese-
people-intentionally-deformed-the-skulls-of-babies-
1800-years-ago/11622987/   2023 年 9 月 9 日

3 .  L o s  a n t i g u o s  j a p o n e s e s  d e f o r m a b a n 
intencionadamente el cráneo de los bebés hace 
1.800 años

     https://www.elplural.com/sociedad/los-antiguos-
japoneses-deformaban-intencionadamente-el-
craneo-de-los-bebes-hace-1800-anos_337651102  
2023 年 8 月 30 日

4. Storia Il cranio deforme dei bambini Hirota
    h t t p s : / / f o c u s i t . c o . k r / n e w s / a r t i c l e V i e w.

html?idxno=231133  2023 年 8 月 27 日
5. 1.800 Yıl Önce Japonya'da Yaşamış Hirota Halkının 

Bebeklerin Kafataslarını Deforme Ettikleri Ortaya 
Çıktı – Kayıp Rıhtım

      https://kayiprihtim.com/arkeoloji/1-800-yil-once-
japonyada-yasamis-hirota-halkinin-bebeklerin-
kafataslarini-deforme-ettikleri-ortaya-cikti/ 2023
年 8 月 26 日

6. La déformation des crânes du peuple Hirota était-elle 
intentionnelle ?

      https://sciencepost.fr/la-deformation-des-cranes-du-
peuple-hirota-etait-elle-intentionnelle/ 2023 年 8

月 25 日
7. Ancient Japanese Islanders Created a Signature Skull 

Shape
      https://ckpgtoday.ca/2023/08/25/ancient-

japanese-islanders-created-distinctive-skull-shape/ 
2023 年 8 月 25 日

8. Ancient Japanese Islanders Created a Signature Skull 
Shape

     https://everythinggp.com/ancient-japanese-
islanders-created-distinctive-skull-shape-175050/ 
2023 年 8 月 25 日

9. Eltorzították a gyermekek koponyáját a japán sziget 
lakói

    h t t p s : / / 2 4 . h u / t u d o m a n y / 2 0 2 3 / 0 8 / 2 4 /
koponyadeformacio-gyerekek-japanban-regeszet/   
2023 年 8 月 24 日

10. Des anthropologues découvrent que les Japonais 
de l'Antiquité pratiquaient des déformations 
crâniennes comme d'autres peuples à travers le 
monde

     https://www.science-et-vie.com/archeologie/des-
deformations-craniennes-au-japon-une-pratique-
ancienne-avec-une-portee-anthropologique-67151 
2023 年 8 月 24 日

11. Evidence of Cranial Modification in the Ancient 
Hirota People

     https://www.lab-supply.jp/2023/08/23/evidence-
of-skull-deformation-in-ancient-hirota-people-
discovered/ 2023 年 8 月 23 日

12. Los antiguos japoneses modificaban y deformaban 
los cráneos de todos sus niños

    h t tps : / /www.na t iona lgeog raph ic . com.es/
c ienc ia/ant iguos - japoneses -modi f i caban-
intencionadamente-craneo-todos-sus-ninos_19333 
2023 年 8 月 22 日

13. 1,800-Year-Old Skulls From Japan Studied
     https://www.archaeology.wiki/blog/2023/08/22/

researchers-examine-1800-year-old-skulls-from-
japan/ 2023 年 8 月 22 日

14. Why Did An Ancient Japanese Society Practice Skull 
Modification?

     https://www.discovermagazine.com/planet-earth/
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why-did-an-ancient-japanese-society-practice-skull-
modification 2023 年 8 月 22 日 

15. Hirota: Wie ein altes japanisches Volk seine 
Kopfform veränderte

      https://www.nationalgeographic.de/geschichte-und-
kultur/2023/08/hirota-ein-raetsel-aus-dem-alten-
japan 2023 年 8 月 22 日

16. These Ancient Japanese Islanders Created a 
Signature Skull Shape by Molding Babies' Heads

    h t tps : //www.smi thson ianmag .com/smart -
news/ancient-japanese-islanders-created-a-
distinctive-skull-shape-by-deforming-babies-
heads-180981697/ 2023 年 8 月 21 日

17. Извънземни или мутанти?
     https://naistina.com/kakvo-znachi-tova-uchenite-

razkriha-tayno-obshtestvo-deformiralo-cherepite/ 
2023 年 8 月 21 日

18. Dziwnie spłaszczone ludzkie czaszki nie były dziełem 
przypadku

     https://innpoland.pl/191057,dziwnie-splaszczone-
ludzkie-czaszki-nie-byly-dzielem-przypadku 2023
年 8 月 21 日 

19. Японці спеціально деформували дитячі черепа 1 
800 років тому і вчені не знають чому

     https://cikavost i .com/yapontsi-spetsialno-
deformuvaly-dytyachi-cherepa-1-800-rokiv-tomu-i-
vcheni-ne-znayut-chomu/ 2023 年 8 月 20 日

20. Skull-Shaping Secrets – Scientists Shed New Light 
on the Ancient Practice of Cranial Modification

     https://livewell.news/health/the-secret-of-skull-
shaping-scientists-shed-new-light-on-an-ancient-
practice-of-cranial-modification/ 2023 年 8 月 20
日

21. 弥 生 時 代 後 期 か ら 種 子 島 に 住 ん で い た 広 田
人 は 意 図 的 に 幼 児 の 頭 蓋 骨 を 変 形 さ せ て い
た  https://news.biglobe.ne.jp/trend/0820/
kpa_230820_1975676836.html 2023 年 8 月 20
日
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36. Szándékosan lapították a koponyájukat ezeknek 
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tas/19429-2023-08-18-05-35-57 2023 年 8 月 17
日

44. Japan's Hirota People Intentionally Deformed Infant 
Skulls And We Don't Know Why

     https://www.iflscience.com/why-the-hirota-people-
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modification-of-hirota-people-977849/ 2023 年 8
月 16 日
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